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勞
慟
價
値
說
の
諸
問
題

 

.
、

伊

東

.代山吉

-■ 

•

. 

'勞働
憤
値
說
に
於
け
る
究
極
の
問
題
は
、
勞
働
と
憤
値
と
の
必
然
的
關
聯
の
證
明
に
存
す
る
。
マ
ル
ク
ス
が
先
人
の
試
み
て
爲
し
得 

な
か
つ
'た
此
間
題
を
解
決
し
た
の
は
、
.彼
れ
が
資
本
制
生
產
諸
關
係
の
歷
史
的
形
態
を
解
明
せ
ん
と
し
て
勞
働
生
齑
物
の
惯
値
形
態
に 

到
達
し
-债
値
を
贵
的
方
面
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
質
及
び
形
態
ょ
り
把
握
せ
ん
と
試
み
た
こ
と
に
據
る
も
の
で
あ
る
。
愤
_値
形
態
と
は
要 

す
る
|€
資
本
制
坐
產
の
最
も
堪
純
•
一
 

般
的
な
歷
史
的
形
態
に
ル
な
ら
ぬ
。
：然
る
に

]

it
歷
史
的
形
態
.は
、
如
何
な
る
社
#
を
も
贳
徹
す 

,

べ
き
，

E

然
法
則
が
資
本
制
社
會
に
於
い
て
取
る
.一
妃
の
规
象
形
態
で
あ
る
。從
つ
て
斯
か
る
自
然
洳
則
の
：理
解
は
資
本
制
社
會
の
特
質
• 

勞
働
生
產
物
の
憤
値
形
態
の
理
解
の
前
提
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
勞
働
M
値
說
を
了
解
せ
し
む
る
鏈
鑰
で
あ
る
。

斯
か
る
見
解
の
下
に
、
_
者
.は
前
囘
：の
.拙
稿(

「

勞
働
愤
値
說
の
載
本
的
考
察」

三
田
學
會
誌
、
昭
和
七
•
三)

に
於
い
て
不
充
分
乍
ら 

然
法
則
の
展
開
を
行
つ
た
。

本
稿
は
か
、
る
前
超
き
の
下
に
、
自
然
法
則
が
資
本
制
社
會
に
於
い
て
取
る
歷
史
的
形
態
を
吟
味
し
、 

こ
れ
ょ
り
マ
ル
ク
ス
勞
働
價
値
說
を
考
察
し
て
、
前
囘
の
課
題
を
艰
た
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『

向
然
法
則
は
總
じ
て
揚
棄
さ
れ
得
ざ
る
も
の
で
，あ
る
。

歷
史
的
に
異
つ
た
狀
態
の
下
で
變
じ
得
る
の
は
、
か
の
法
則
が
A
ら
を
貫
徹 

す
る
と
.と
ろ
の
形
態
の
み
で
•あ
る
o
そ
し
て
社
#
的
勞
働
の
聯
絡
が
個
人
的
な
勞
働
生
鹿
物
の
：私
的
交
換
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
や
ぅ 

勞
働
憤
値
.說
の
諸
間
題 

セ

宄

(

一
二
.七
.九
，

)



勞

漬

値

繫

蜃

敏

：
 

i
ハ.

a. 
!

—-
.八
o')

な
§

狀
態
の
下
で
や
侧
の
比
例
的
配
分
が
，

"

い

い

か

あ
^

 6

齡

0

め
^

ル
い
_

# r
,

m°

齡

で

あ

る

。

』

.：■

筆
者
丨 

註
C

こ
の
マ
ル
ク
ス
'の
注
目
す
ベ
，き
言
葉
の
眞
意
を
展
開
す
る
こ
と
こ
そ
、
本
稿
の
主
題
た
る
も
の
で

^

る

.0
;■

註

1 

Marx. Eriefe'an Kugelmann, s. 

5
4. (Elemental* Eiicher des'K03munismusv 

:
IJ. 

■<f
 
.1

资
木
制
生
謂
關
係
のM

史
的
特
殊
■

と
は
如
何
な
る
も
の
が
。
こ.れ
に
關
す
る
マ
ル
ク
ス
の
文
言
を
引
川
す
れ
ば
次
の
‘
如
く
で
~ 

あ
る
9

『

勞
働
生
/ ^

物
の̂

#

形
使
は
资
木
家
的
半
；鹿
の
仕
方
の•
最
も
抽
象
的
な
。
し.か
じ
ま
た
最
も
一
き
阶
わ•
.か
態
で
か
か’

、
資
本
.
. 

家
的
生
席
の
仆
カ
は
こ
れ
に
ょ
っ
て
社
八
1
:的
生
迩
の
特
姝
な
一
欉
式
と
し.て
時
微
づ
け
ら
れ
、
ま
た
か
く
し.て
同
時
に
歷
史
的
に
.轉
微 

づ
け
ら
れ
るi:

穷
點
锥
科—

骷！
D

 

.

『

市
仄
妒
龆
會
に
お
い
て
は
、
農
業
は
次
第
次
第
E

平
な
る
ブ
產
業
部̂

と
な
り
、
全
く.資
本
に
.ょ
っ
て
支
.配
さ
，れ
る
。
地
代
も
同
じ 

で
あ
る
。
十•
地
所
有
樅
が
支
配
し
て
ゐ
る
總
て
の
諸
形
態
に
お
い
て
.
は
、
向
然
關
係
が
な
ほ
優
勢
で
あ
み
。
資
本
の
支
配
し
て
ゐ
.る
諸 

形
態
に
お
い
て
は
、
容

的

な

、
歷

史

的

に

越

さ

れ

た

雲

が

歡

で
t

。
地
代
は
資
本
を
理
解
せ
ず
し
て
は
理
解
さ
れ
な
い
、 

し
か
し
资
本
は
地
代
を

g

解
せ
ず
し
て
十
分̂
■•
解
し
得
ら
れ
る
。
資
本
か
市
民
的
社

|

日0 :

切

起
‘&

”

ぎ

か

か
”

か
か
。

川

發

點

な

ら

び

に

終
：；

l
3v
i
を
形
成
せ
ね
ば
な
ら
w
o

』

c劳
點
策
渚
丨
註
！

o

 

•

附
“
爪
文
は
一
见
矛
机
す
る
や
ぅ
に
兑
ぇ
る0

即
ち
前
文
は
資
本
制
生
產
諸
關
係
の
特
殊
形
態
を
勞
働
坐
産
物
の
愤
値
形
態
に
求
め
、
 

後
文
は
こ
れ
をS

走

'

^
め
.る
。
-と
こ
含

、，
資
木
が
問
題
と
な
る
の
■

木
塑

產

に
於
い
てQ

み
で
あ
る
が
、
勞
働
生
産
物
の
價 

値
形
態
は
•辟
n

m

4l產
金
般
に
^
す
る
形
態
で
あ
つて
資
本
の
成
立
以
前
に
於
い
て
も
問
題
と
さ
れ
得
る
。故
に
、

此
疑
問
は
商
”川
生
窗

と
資
本
制
生
產
と
の
關
係
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
自
ら
水
解
す
る
替
で
あ
る
。

資
本
制
坐
產
と
商
品
生
產
と
は
何
等
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
资
本
制
生
產
は
商
品
生
產
の
高
度
に
發
展
し
た
も
の
に
外
な
ら 

な
い
。
從
つ
て
商
品
坐
產
ー
般
の
特
殊
形
態
は
曝
1¥
に
ま
た
資
本
制
坐
產
の
特
竦
形
態
を
_
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
.れ
を
商
品
と
資
本 

と
の
兩
範
_
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
ょ
ぅ
。
假
り
に
、
後
の
•引
用
文
.に
從
つ
て
資
本
ょ
り
出
發
す
る
と
し
て
も
、
資
本
を
理
解
せ
ん
が 

爲
め
の
論
理
的
：

―

•歷
史
的
前
提
は
努
働
生
産
物
の
商
品
形
態
或
は
商
品
の
價
値
形
態
に
外
な
ら
ぬ
。
蕊
し
、
資
本
の
起
點
は
商
品
流 

通
で
あ
り
、
そ
.
.の
最
初
の
現
象
形
態
は
貨
幣
で
あ
る
。
貨
幣
は
商
品
の
{元
成
で
あ
り
、
貨
幣
形
態
は
傲
値
形
態
.の
睽
も
發
展
せ
る
珍
1 

で
あ
る
。
商
品
が
發
展
し
て
貨
幣
と
な
り
、
貨
鞭
が
轉
化
し
て
資
本
と
な
る
の
で
あ
る
。.商
品
は
資
本
制
生
產
の
發
展
に
伴
つ
て
ー
宠 

の
變
形
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
斯
か
る
モ
、デ
ィ
フ
ナ
イ
さ
れ
た
形
態
の
下
に
於
い
て
初
め
て
其
れ
は
最
もIp;

熟
し
た
•
全
而
的 

、

交
換
可
能
の
姿
と
な
る
？
商
,!
?

.

形
態
が
勞
働
生
産
物
の
一
般
的
形
態
と
な
る
こ
と
、
並
び
に
か
X
る
商
品
が
資
本
制
的
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー 

シ
ョ
ン
を
受
け
て
現
は
れ
る
こ
と
、
こ
の
ニ
事
は
资
本
制
生
產
に
於
い
て
初
め
て
見
ら
れ
ぅ
る
事
柄
で
あ
る
。
故
に
レ
ー
ン
ー
ン
は
資
本 

讯
生
產
諸
掛
係
の
.！1

大
特
微
と
し
て
次
の
：ニ
つ
を
擧
げ
て
ゐ
る
。

(

一)

擠
ロ
[|
|
[̂
產
が
生
恋
の
一
般
的
形
態
と
な
れ
る
こ
と
、
生
產
物
は
極
め
て
様
々
な
社
會
的
生
產
組
織
に
お
い
て
商
品
の
形
態
を
取

一
 

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
例
外
的
で
な
く
、
偶
然
的
で
な
く
、
一
 

般
的
な
も
の
と
な
る
の
は
商
品
生
產
に
お
い
て
の
み
で
あ

る

。

'

(

ニ
^
叫
に
勞
働
生
產
物
の
み
な
ら
ず
人
問
の
勞
働
カ
そ
の
も
の
が
商
品
形
態
を
取
る
こ
と
。

. 

レ
！
.：
一
一 

ン
の
擧
げ
た
此
ニ
特
微
に
於
、て
、
笫
一
の
も
の
' は
第
ニ
.の
そ
れ
に
論
理
的
に
も
歷
史
的
に
も
先
行
す
べ
き
も
の
で
あ
り
.、
そ

.れ
は
资
^
^
斗
潘
諸
關
係
の
最
も
單
純
に
し
て 

ー
-^
納
な
形
態
で
あ
る
ゾ
而
し
て
箄
ー
の
特
微
は
商
品
の
資
本
制
的
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
！

, 

ン

.'
0

稂

柢

を

>

す

1

:0
に

.
，外!&
.
ら

ぬ
;0
か
义
が
故
に
マ
ル
汐
ス
、は
资
本
豫
賀
頭.に
於
>
て
資
.本
制
的
商
品
を
間
爾
士
呛.ず
、，

f

:

‘

：、
俲
熵
I

s
溜
 

.七'
七
ゲ
マ
ニ
，八

.

10.

.

.

.

. 

'

,

.

.

.

.

.
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の
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八

c
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の
商
沿
を
問
題
と
し
た
の
で
あ
つ
た
。
故
に
罟
人
も
以
下
に
於
い
て
マ
ル
.

ク
ス
猶
値
概
念
を
取
扱
ふ
場
合
、
先
づ
資
本
制
的
モ
デ
ィ
フ
ィ 

ケ
ー

シ
3

ン——
生
產
價
格
化——

を
捨
象
し
て
掛
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
£

四〕

°

‘

註 

ニ 

M

l
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宵
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(3

石
波
文
庳
>
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二
^
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一- *M
a

r
x

,

 

Z
u
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K
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i
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d
e

r
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p
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X
L

I
V

.
.

何
上
、
宵
川
譯
序
說
四
七
丨
八
瓦 

0
四

.從
來
屢
々
圆
は
さ
れ
た
論
驴

IH
J

題
、
即
ち
資
本
論
の
胃
頭
の
商
品
分
析
ミ
第」

1

;

卷
生
座
悄
格
說
ミ
の
問
に
矛
，盾
あ
り
や
否
や
の
問
'題 

丨
勞
働
偵
値
說
ミ
利
潤
卑
帘
均
作
州
の
_

題
！
に
對
し
て
は
、
上
述
の
マ
ル
ク
ス
の
方
法
論
的
立
場
紅
逭
耍
な
胄
_

を
捋
つ
。資
本
論 

湾
頭
の
商
品
は
、康
突W
し
て
前
に
®

か
れ
た
有
り
の
儘
の
商
品
で
は
な
く
、『

具
體
ょ
o

杣
象
へ
の̂

』

の
結
果
得
ら
れ
た
抽
象
物
に
. 

，.

外
な
ら
ぬ
。
叙
述
の
順
序
は
形
式
的
に
は
研
究
の
順
序̂

異
リ
、
斯
か
る
抽
象
物
ょ
リ
出
發
し
て
與
體
物
を

1|
1

心
惝
の
上
で
綜
合
し
种
虫 

產
す
る『

後
方
へ
の
旅』

で
あ
る
が
故
に
、一

見
す
る
w

t

ろ
、S

T

頭
の
商
品
は
前
方
の
旅
の
終
結
點
ビ
は
見
え
ず
、
寧
ろ『

先
驗
的
樯 

:

成
で
珙
を
濟
ま
し
た
も
の』

か
の
や
ぅ
に
見
へ
も
す
る
が
、
か
く
解
釋
す
る
とw

は
大
な
る
誤
解
で
あ
る
。
資
本
論
胃
頭
の
商
品
分
析
‘ 

を
一
、
需
要
供
耠
作
用
に
ょ
る
.

交
換
比
率
の
偶
然
的
動
搖S

捨
象
、
ニ
、資
本
制
生
產
に
於
け
る
利
潤
率
平
均
作
用
に
ょ
y

惹
起
2

る 

V

價
値
法
則
の
現
象
の
仕
方
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
即
ち
巫
座
價
格
化
の
捨
象
、
と
のH

.
Q

の
捨
象
の
下
に
な
さ
れ
た
る
も
の 

w

解
す
れ
ぱ
笫
一
卷
.

ょ
り
笫
三
卷
へ
の
論
现
的
發
展
.

に
矛
盾
は
存
せ
ぬ
も
'

の
ミ
.

思
は
れ
る
？
勿
論
斯
か
る
方
法
論
的
解
釋
は
問
題
の 

猜
極
的
解
釋w

は
：な
り
得
な
い
が
。
こ
の
問
.

題
に
つ
.

い
て
は
页
ら
に
後
述
す
る
。

'
諭
理
的
な
旅
は
ま
た
膪
史
的
な
旅
ミ
並
行
す
る
り
叙
述
の
出
發
點
は
ま
た
歷
史
的
な
出
發
點
で
も
あ
る
の
で
あ
る
.藍
し
論
理
的
な
取 

. 

扱2:

仕
方
ビ
は
货
餘
に
は

『

歷
史
的
形
態
％
-妨
げ
に
な
る
偶
然
：性

^
を
脫
.ぎ
棄
て
た
ぐ

」

こ
'ろ
.の
•
歴
史
的
な
取
珙
の

fj
:
方j
.

に
外
な
ら

.

:.

ぬ
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
と
，の
事
は
單
に
並
行
に
此
ま
リ
、
論
理
的
發
股
が
歷
史
的
過
程
そ
の
も

.の
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 

故
ド
獄
て
櫛
田
河
上
雨
氏

/の
問
，に
行
は
れ
た
論
爭
、

即
ち
资
本
論
胃
頭
の
商
品
は
單
純
商
品
生
產
の
：商
品
そ
の
も
の
で
ぁ
る

(

櫛E

仄
說)

か
、資
本
家
的
商
品
ょ
リ
资
本
制
的
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
を
捨
象
せ

る
純
粹
の
姿
に

於
け
る

商
品
で
あ
る
ハ
河
上
氏
說

) 

j

e

s

s勿

論

河

圭

S

栗
し
か
つ
た
も

q
w

告

れ

る

。
然
し
ら
斯
る
繁
が
行
は
れ
た
以
上
、
此
純
粹

S

に
於
け 

る
商
"
i

s
鋳

f

-

s
商

で

言

、
後

f

し
て
最
も
發
想
る

•
忘
的
交
換
可
能
の
？

取

暴

た
も
，

•

の
に
外
I

ぬ
の
で
あ
る
か
气
こ
れ
を
邶
純

f

生
鹿
の
倏
件
の
下
に
理
解
す
る
方
が
解

”
场
い
。
故
に
！
^
人
は
以
下2
於
い
て
取 

純
‘，

k
n
E

生
靡
の
豁
前
提
の
下
に
、
而
も
最
も
豐
熟
せ
る
姿
に
於
け
る
商
品
を
取
扱
ふ
で
あ
ら
ぅ

c

■ ^

系
度
1

=

生
-產
を
歷
史
が
に
尋
ぬ
れ
ば
中
世
の
自
作
農
1 5

:
や
都
市
手
エ
業
教
の
商
品
虫
座
に
と
れ
を
农
め
る
こ̂

が
{|
|

來
0

0

然
し 

4

 

,

リ
⑴
む
に
於
レ
て
は
赘
本
劭
生
康
に
於
け
る
が
汾
く
商
品
也
糜
が
ー
般
的

支̂
配
的
で
は
な
く
ゝ
剩
餘
生
鹰
物
を
交
換
し
た
農 

I

族
は
一K

ふ
に
及
ば
す
、
t

か
、I

換
I

的
<

 

し

て

產

を

行

つ

雖

气

大

部

分

の

產

は
.
H

f

足
の
狀 

態
で
あ
つ
た
の
で
あ
.

る
。
從
？

麓

に

は

『

制
眼
さ
れ
た
交
換W

、

制
限
さ
れ
た
市
場V

、

固
焚
し
た
生
產
方
法
气
外
部
S

し 

て
の
地
方
的
封
f

」

、
內
部
に
お
け
る
地
方
的
觸
結W

が
あ
つ
た
o』

c

v

a T
. 

I
F 

w

c

^

s
 

D
a

h
r

i
n

g
s

G
m

l
z

l

 

t 

w
i

s
s

g
s

c
h

a
f

r
s

.
2

007
-2
9
3

.

河
野
、林
課
反
f

ュ
.丨
リ
ン
グ
論
第
：一
ー
篇
最
も
璺
熟
し
た
姿
に
於
け
る
商
"g

を
資
本
制
的
.モ
デ
ィ
フ
ィ 

ヶ
*
シ
ヨ
.

ン
を
受
け
ざ
る
條
件
下
に
豆
出
す
こ
«

は
歷
史
的
に
は
不
可
能
で
あ
.

る
が
、
跖
下
に
於
い
て
欺
て
と
れ
.を
試
み
含
す
る 

は
論
理
的
捨
象
の
狀
態
を
叨
瞭
に
意
識
に
浮
べ
ん
が
爲
め
に
外
な
ら
な
い
？

因
に
マ
ル
ク
ス
は
單
純
谪
品
坐
座
を
跋
く『

*

代
佌
界
に
於
け
る
さ
近
代
世
界
に
於
け
る
セ
を
問
は
ず
*

土
地
を
所
有
す
る
自
作
農
玫
.
 

及
び
手
工
集
濟
のS

E』

に
见
出
し
、
こ
れ
を
中
世
に
は
限
定
し
て
居
ら
ぬ
。(

v
i

g
.

 

M
a

r
x

,

 

D
a

s

 

K
a

p
i

t
a

l
.

 

B
d

.

 

s

.
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s
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一
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德
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般
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あ
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、
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人
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上
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い
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• 

#

働

價

値

說

の

詻

.間
題 

八
0 

(

一
二
八
四〕

趣

:.
:

:

.

；,

働
生
糜
物
の
傾
値
形
態
に
外
な
ら
ざ
る
事
を
指
摘
し
た
o
'然
ら
.ば
何
故
價
値
形
態
は
資
本
制
生
產
.の
最
も
單
莉
Y
l.般
的
な
る
形
態
な 

謂
：マ 

の
で
あ
る
か
、
こ
の
問
题
を
觅
ら
に
立
ち
入
つ
て
論
究
し
ょ
ぅ
？

商
品
生
產
諸
關
係
の
特
質
と
し
て
誰
に
で
も
直
ぐ
印
に
附
く
事
は
、
そ
れ
が
、
私
有
財
産
制
に
依
り
形
式
的
に
、
社
#
的
分
業
の
發 

展
に
依
り
素
材
的
に
、
私
的
生
產
を
堪
位
と
す
る
原
子
に
ま
で
分
解
さ
れ
て
ゐ
る
と
去
ふ
事
で
あ
る
。
單
純
商
.品
生
，產
を
思
ひ
浮
ぶ
れ 

. 

ば
こ
の
事
愦
は
缺
も
明
ら
か
で
あ
る
。
_其
處
に
於
い
て
は
、
生
產
手
段
の
私
布
は
勞
働
と
結
合
し
て
私
的
生
產
の
單
位
を
構
成
し
、
私 

ゴ
ー
：：：： 

的
生
產
の
外
部
は
勿
論
.の
こ
と
、
そ
の
內
部
に
於
い
て
も
共
同
的
^
働
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
原
子
的
社
#
の
外
觀
は
最
も
顯
著
で
あ

る
。
資
本
淛
生
産
.'に
移
行
す
る
や
、
そ
の
典
型
的
形
態
た
る
大
工
業
に
於
い
て
は
、
生
産
手
段
の
尨
大
化
、
社
會
化
に
依
り
生
産
手
段 

l 

の
私
有
は
勞
働
と
切
離
さ
れ
、
賃
勞
働
客
の
群
は
工
場
に
詰
め
込
ま
れ
て
軍
隊
的
に
編
成
さ
れ
、
各
企
業
の
内
部
に
あ
つ
て
は
社
會
化 

• 

さ
れ
計
肅
化
さ
れ
た
共
同
勞
働
が
支
配
し
て
ゐ
る
、
だ
が
此
場
合
に
も
眼
を
企
業
の
内
部
ょ
り
社
會
全
體
に
移
す
と
き
に
は
、
原
子
的 

社
會
0
外
觀
は
依
然
と
し
て
#
す
る
0

此
原
子
的
社
會
の
外
觀
は
、
ス
ミ
ス
や
リ
ヵ
ア
ド
オ
を
し
て
彼
等
の
經
濟
學
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
物
語
を
缇
入
せ
し
め
た
极
據
で
あ
る
が
，

.
 

然
し
こ
の『

個
別
化
さ
れ
た
個
人
の
立
場
を
創
造
せ
る
時
代
こ
そ
、
正
に
、
今
ま
で
の
ぅ
ち
で
最
も
發
達
せ
る
社
會
的(

こ
の
立
場
ょ 

.

. 

り
云
へ
ば
ー
般
的)

關
係
の
時
代
で
あ
る
。
人
間
は
最
も
言
葉
通
り
の
意
味
に
お
い
て
2
:
0§?
0
1
1
1
:
^
0
1
1

(

社
會
的
動
物)

で
あ
る
、た

V
に
社
#
的
動
物
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
社
會
に
お
い
て
の
み
個
別
化
し
得
る
動
物
で
あ
る
。
社
#
の
外
部
に
お
け
る
孤
立
せ
る
個
人 

_ 

の
生
產
と
い
ふ
こ
と
ば
I

I
そ
れ
は
稀
に
は
文
明
人
が
偶
然
に
荒
野
：に
迷
ひ
込
ん
だ
場
合
に
起
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
か
>
る
文
明
人

は
旣
に
諸
々
の
社
#
力
を
能
動
的
に
布
し
て
ゐ
る
丨
丨
共
に
坐
活
し
共
に
語
る
個
人
な
く
し
て
の
言
語
の
發
展
と
い
ふ
に
等
し
く
、

一
 

の
背
现
で
あ
る
。』

®
點
絍
洛—

独
五)

故
に
菩
人
は
商
品
生
產
の
斯
か
，る
外
觀
に
迷
吐
さ
れ
ず
、
一
見
相
:/
/
:無
聯
絡
.に
見
へ
る
私
的
生
產

の
間
に
、
彼
等
.を
聯
結

1 >
.

て
統
一
的
社
會
生
產
を
作
り
上
げ
る
細
帶
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

商
品
生
産
が
.

一
伽
の
社
會
的
生
産
で
あ
る
限
り
.

、
社
#

的
生
產
.

の
不
可
欠
の
前
提
た
る
彼
の

S

然
法
則
も
何
等
か
の
仕
方
で
こ
れ
を 

貫
か
ね
ば
.

な
ら
ぬ
。
.'
.
'
'然
ら
ば

(

：1
;)

倘
人
的
勞
働
の
.

社
會
的
勞
働
へ
の
轉
化

0

 

0

社
會
的
總
勞
働
の
社
會
的
欲
望
に
向
つ
て
の
比
例
的
配 

分

C
U
I
)

個
人
的
勞
働
の
社
會
的
平
.

等
勞
働
へ
の
.

還
元
.

は
如
何
に
し

V

行
は
れ
る
か
。
.商
品
生
產
に
於
い
て
は
各
人
は
私
的
勞
働
を
營
む 

の
'

で
.

あ
る
か
：ら
、：
彼
等
.

の
個
人
的
勞
慟
は
直
接
そ
の
ま
、
で
、
社
會
的
勞
働
を
構
成
，し
て
ゐ
る
譯
で
は
な
い
o

li
t

社
#

の
坐
產
組
織
は 

I

然
坐
的
に
料
然
的
な
も
.

の
で
あ
-

る
か
ら
、
勞
働
の
^

例
的
配
分
を
行
ふ
意
識
的
統
‘

制
若
が
存
せ
ざ
る
こ
と
は
去
ふ
ま
'

で
も
な
い
。
從 

■

つ
て
'

吾
人
は
前
記
の
ヨ
要
件
が
人
诎
の
意
識
ょ
り
獨
立
し
た
何
等
か
の
媒
介
を
通
じ
^

充
た
さ
れ
つ
、
あ
る
こ
と
を
知
る
。
と
こ
.ろ
で 

i

a

產
を
聯
結
す
る
社
會
的
統
帶
が
見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
此
媒
介
客
は
.

其
細
帶
の
中
に
伏
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

:

故
に
社
#
的
紐
帶 

の
發
兕
ぱ
同
時
に
斯
か
る
.

，2
1

然
法
則
の
歷
史
形
態
を
兕
出
す
所
以
で
あ
る
-0

然
ら
ば
.

私
的
生
：戚
客
を
贳
き
結
ぶ
社
龠
的
絲
帶
と
は
何
で 

あ
る
か

、

，勞
働
坐
鹿
物

の
交
換
關
係
こ
れ
で
あ
る
。
私
的
生
產
者
は
己
れ
の
勞
働
银
產
物
を
交
^
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
WJ
め
て
社

#
的 

接
觸
を
取
り
緒
ぶ
の
で
あ
'

る
か
ら
、
,

商
品
生
產
妣
會
に
於
け
る
坐
產
諸
棚
係

——

人
.

；と
人
と
が
生
產
.
.に
於
い
て
相
芄
に
入
0

込
む
社
會 

的
聯
絡
一一

は
、.
榮
働
生
，產
物
の
交
換
關
係
-

—

—

物
と
物
と
の
础
俞
的
關
係
：-
■

を
通
じ
.

て
初
め
て
構
成
さ
れ
る
譯
，で
あ
る
。

.

'

私
的
坐
產
者
を
聯
結
す
る
社
會
的
雜
滞
が
、
勞
働

.

生
産
物
-

の
交
換
關
係
の
背
後
に
：潜
む
以
上
、
泡
然
法
則
も
亦
此
關
係
を
通
じ
て
賞 

徹
さ
れ
•

ね
ば
な
：ら
な
い
o
 

.猫
的
努
働
を
社
會
的
勞
働
へ
轉
化
せ
し
め
、
同
時
に
個
人
的
勞
働
の
社
#
的
平
等
勞
働
人
の
還
元
を
な
さ
し 

め.
.る
媒
介
赛
も
、'努
働
の
比
例
的
配
分
を
規
制
す

る
統
制
者
も
、
池
◊

に
此
物
的
關
係
>

の
ぅ
ち
に

伏
在
す
る
。
 

,

斯
く
の
如
く
物
的
關
係
の
背
後
に
人

|{
|

]

の
社
會
關
係
.

が
藏
さ
れ
セ
.

ゐ
る
と
云
ふ
.

點
，に
、
.

商
品
生
：產
諸
關
係
の
本
質
的
特
微
が
杯
し
、
 

商
品
の
物
道
譯
的
牲
鱒
の
容
觀
的
稂
據
が
存
す
名
。：人
的
聯
雜
を
作

^

ん
が
爲
め
.

に
、
物
と
*
と
が
社
會
的
關
係
を
結
ぶ
に
到
る
の

八 
一

2

1

1

八
五)

.



祭
働
價
.値
說
の
諸
問
題 

八
.
.ニ：
 

c_l  

l  i

八.六)

で
，t

か
ら
、
商
品
坐
^
社
#
に
於
：い
.で
は
勞
働
生
產
物
は
吾
人
の
间
に
觸
れ
犸
る
感
覺
的
“
自
然
的
性
質
の
外
;1C
、
超
感
覺
的
な
e 

神
秘
な
•
社
#

的
性
質
を
嫌
ね
備
ふ
る「

商
品」

と
な̂

の
で
あ
る
。
彼
の
愤
値
形
態
と
は
、
'

勞
働
虫
產
物
が
採
る
此
社
會
形
態
■に
外
な 

ら
ず
、
そ
れ
ば
商
品
坐
產
者
の
社
兪
的
關
係
の
物
的
表
現
で
あ
り
':
'1
冶
然
法
則
が
此
社
畲
に
於
い
て
採
る
特
殊
な
歷
史
形
態
に
外
な
ら 

ぬ
の
で
あ
る
。
' 從
.つ
て
、
债
値
形
態
の
ぅ
ち
に
：こ
そ
、
物
神
崇
舜
の
神
秘
は
潜
み
、
資
本
制
组
產
の
歷
史
的
特
質
は
#
す
る
。
故
に
マ 

ル
ク
ス
•は1

K

ふ
、『

商
品
の
神
秘
的
散
性
質
は
，
そ
の
使
用
愤
顧
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
.た
同
樣
に
、
惯
値
を
規
宛
す
る

も
の
、
內
容
が
ち
生
ず
^
の
で
も
な
い
。
.
.
：
：
し
か
ら
ば
、
努
働
生
產
物
が
憤
値
形
態
を
と
る
や
否
や
發
生
す
る
と
こ
ろ
の
、
か

の
謎
的
性
質
..は
何
處
か
ら
か
？
,
明
ら
か
に
か
、
る
形
態
そ
の
も
9
か

ら

。

』
〔

託
六)

.現
社
#
の
歷
史
性
を
_
取
し
得
ぬ
も
の
に
と
つ
て 

ほ
、
商
品
の
物
神
崇
拜
的
性
質
ば
解
明
さ
れ
な
い
。
蓋
し
、
こ
れ
こ
そ
、
商
品
生
產
の
歷
史
的
特
質
ょ
り
生
ず
る
も
の
で
.あ
る
か
ら
で 

あ
る
。
同
様
に
、
經
濟
學
の
對
象
を
人
と
人
と
の
齡
係
对
ち
社
會
妒
生
產
諸
^
係
に
お
ヵ
ぬ
も
の
に
と
つ
て
は
.
.
.
m
r
nr
の
物
i/I
i
l
Mガ舜
 ̂

性
質
は
あ
く
ま
で
も
神
秘
で
あ
る
。.
藍
し
、
夫
れ
は
物
と
物
と
の
關
係
に
隱
れ
た
人
と
人
と
の
關
係
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
商
品 

の
物
神
崇
拜
的
性
質
を
解
明
し
得
ざ
る
も
の
に
と
つ
て
は
、
勞
働
也
產
物
の
價
値
形
態
杜
問
題
と
な
り
得
ず
、
勞
働
坐
產
物
の
愤
値
形 

態
を
解
明
せ
ぬ
も
の
に
は
、
勞
働
と
價
値
と
.の
必
然
的
關
聯
は
理
解
出
来
ぬ
の
で
あ
る
。
故
に
、
資
本
制
牛
；產
諸
關
係
の
物
的
外
皮
そ 

れ
自
身
を
、『

社
會
的
生
產
の
永
久
的
自
然
形
態
だ
と
見
誤』

つ
て
ゐ
た
古
典
派
經
濟
學
は
、
價
値
の
內
容
は
見
出
し
得
た
が
其
形
態
を 

發
見
し
得
ず
、
此
內
容
が
何
故
に
彼
の
，形
態
に
'现
は
れ
る
か
、
彼
の
形
態
が
何
故
に
此
內
容
を
持
つ
か
、
換
言
す
れ
ば
勞
働
と
憤
値
と 

の
必
然
的
關
聯
の
問
題
を
遂
に
解
き
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
此
愤
俯
論
の
中
心
問
題
を
解
明
し
得
た
所
以
は
、
彼
れ
が 

M
fi
論
.を
解
か
ん
と
し
て
商
品
を
分
析
し
た
の
で
は
な
く
、
資
本
制
生
產
諸
關
係
の
歷
史
的
社
會
形
態
を
解
か
ん
と
し
て
商
品
を
分
析 

す
る
に
到
れ
，る
彼
れ
の
特
異
な
る
問
題
提
起
の
仕
方
に
存
す
る
の
で
あ
る
。(
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七〕
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ヒ
ル
フ
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|デ
.ィ
ン
グ
は
斯
か
る
マ
ル
ク
ス
特
有
の
刖
題
提
起
の
仕
方
の
霜
要
意
義
を
强
調
し
、

ik
'

鹿
關
係
を
永
久
的
自
然
形
擷
に 

於
け
る
も
の
ミ
し
て
前
提
す
る
リ
ヵ
ア
ド
ォ
の
體
系
ビ
マ
ル
ク
ス
の
そ
れ
达
の
對
立
點
を
こ
の

_
題
提
起
の
特
質
に
求
め
て
ゐ
る

0 
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.
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1

1

塚
本
三
吉
譯
勞
働
價
値
說

.の
擁
護(

改
造
文
8

參
照
，

三

か
く
て
商
品
生
齑
社
會
の
.內
的
聯
絡
が
伏
在
す
ベ
き
所
は
見
出
さ
れ
た
o
,そ
れ
は
勞
働
生
産
物
の
交g

.

關
係
で
あ
る
。
彼
の
自
然
法 

則
の
贯
徹
す
べ
き
歷
史
的
形
態
も
兑
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
勞
働
生
產
物
の
®
値
形
態
で
あ
る
。

然
法
則
の
三
要
件
が
如
何
に
し
て
此 

關
係
を
通
じ
て
貢
徹
せ
ら
れ
る
か
*
そ
の
特
殊
な
現
象
の
仕
方
を
以
下
に
於
い
.て
考
察
.し
ょ
ぅ
。

.

,

先
づ
個
人
的
努
働
の
社
會
的
勞
働
へ
の
轉
化
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
酿
nnr
l
生
產
に
あ
つ
て
は
統
制
經
濟
に
於
け
る
が
如
く
あ
^
^
に
は 

杇
は
れ
ず
、
生
產
物
の
交
換
を
媒
介
と
し
て
初
め
て
行
は
れ
る
。
即
ち
私
的
生
産
者
.

の
生
產
物
は
交
換
關
係
を
通
じ
て
他
の
.凡
ゆ
る
生 

產
物
と
社
會
的
關
係
を
結
び
、
か
く
す
る
こ
と
に
ょ
り
r;
l
己
に
®

化
さ
れ
た
私
的
勞
働
を
他
の
總
て
の
.私
的
勞
働
と

の
社
會
的
接
觸
に 

缂
き
社
會
的
分
業
办
ー
肢
體
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

'

『

諸
々
の
私
的
勞
働
は
、
交
換
が
諸
々
の
’勞
働
生
產
物
.の
間
に
•
そ
し
.て
，そ
れ
を
媒
介
と
し
て
生
.產
者
た
ち
の
間
に
，
樹
立
ず
る
と
こ 

ろ
(0
關
係
に
ょ
つ
て
、
始
め
て
事
實
上
、
.
.社
會
的
總
勞
働
の
肢
體
た
る
實
|:
:
示
め
^*
9』(

註
八)

.

.
'ヾ
リ
^̂ 

.

商
ロ
叩
生
淹
め
發
展
に
惮
ひ
商
ロ
芯
藝
的
關
傲
は
樊
し
て
.、：遂
び
ゼ
そ
れ
は
全
酿
的
交
換
可
能
の
姿
を
取
る
に
到
る(

註
九
}。
か

灸
働
衡
傲
#
の
諸
.間
®'
'
.
: 

S

” 

0

ニ
、
ヒ
ノ
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勞

铟

俱

値

說

©
?
^
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• 

ハ
八
'四

丨

(

て
ニ
へ

o

V
,る
商
品
の
.發
展
は
商
品
生
產
に
.於t

る
社
禽
：分
業a

發
展
で
务
る
左
#
哼
私
的
勞
徵
互
が
社
會
的
接
觸
吃
擴
大
1
思
味
す
.る
。 

■ 

'
私
i

働
.の
社
會
的
勞
働
へ 

'の'轉
化
が
勞
働
進
產
物
の
交
換
,

紅
_

て
行
は
れ
るi

l
K

ふ
點
に
商
品
生
産
社
會
の
私
的
勞
働
の
も 

つ
特
殊
な
社
#
的
忡
赞
が
介
す
る
.の
1?
,
.あ
.：る
0.
-.
,

^
 

:
:
.
、
■

.

.

•■
'
: 
;
ノ 

■

.

私
的
努
働
を
社
#
的
勞
働
に
轉
化
す
る
此
過
.程
は
、
同
時
に
個
人
的
勞
働
を
社
會
的
平
等
勞
働
へ
.『

社
會
的
に
比
較
さ
れ
う
る
容 

,
横J:'

へ
還
元
す
る
過
程
で
あ
る
。
交
換
關
係
に
於
い
て
商
品
は
相
互
'に
ニ
：究
比
：率
の
1:
的
關
係
に
入
り
込
み
、
且
’つ
そ
の
量
的
比
率
で 

交
換
せ
ら
札
る
。
然
る
に
贽
的
比
較
ゆ
ft
的
銃
一
を
.前
提
と
：す
る
o『

も
じ
菩
：々
が
對
象
界
，を
考
察
す
る
に
際
し
て
鸷
の
.諸
規
定
を
以
つ 

て
行
ふ
.な
ら
ば
、
こ
CD
.や
う
な
考
察
の
.目
標
と
U

V
吾
々
が
目
施
.に
有
す
る
も
の
：は
赏
際
常
に
ft
!:
な
の
で
あ
：る
o
Htf
e
一
 

o

yズ
宛
の 

'
.質
を
根
柢
と
せ
ざ
る
量
は
單
な
る
杣
象
.で
あ
•つV

、

現
實
的
に
ぱ
考
ベ
：得
ら
.れ
ぬ
。
故
に
ご
物
が
量
的
に
比
較
.せ
ら
れ
る
場
合
、
ニ
つ 

の
贽
は
必
ず
何
等
か
の
抒
を
极
柢
と
す
る
が
故
に
、
こ
の
：«
の
統
ニ〖

：が
な
さ
れ
ず
ん
ば
比
較
は
成
立
：せ
ぬ
の
で
あ
.る
。
.
'質
的
統
1
と
同 

時
，に
同
•一‘車
位
量
べ
の
還
元
が
量
的
比
較
0.
不
可
.缺
的
前
提
で
办
る
。.
.何
人
か
公
，

「

一
宛
量
の
鐵
と
ー
宛
量
&

^

と̂
が
相
等
し
い」 

t

と
一K

ふ
と
き
、
誰
も
こ
の
表
現
に
は
滿
见
し
な
い
で
次
の
如
く
問
ひ
返
へ
す
で
あ
ら
う
。「

一
體
、
そ
の
.鐵
.と
小
麥
と
は
ど
の
點
で
等
し 

い
の
か
、E

方
で
か
、.
大
き
さ
で
か
：、
：そ
れ
と
も
値
段
で
：かj
と
。■;

此
問
答
は
明
ら
か
に
質
的
統
一
が
贵
的
比
較
に
先
行
せ
ね
ば
た
ら 

ぬ
こ
と
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。
故
に
マ
ル
ク(

ス
は
價
値
關
係
を
取
扱
ふ
場
合
に
.次
の
如
く
注
意
し
.て
.ゐ
る
。 

.

『

一
商
,ft
の
簡
單
な
'る
_{1
値
表
現
が
—*
,一
つ
.
.

Q

商
品
の
愤
俽
_

の
う
ち
に
如
何
に
隱
れ
て
ゐ
る
か
を
'發
見
す
る
た
め
に
は
、
否
々
は
先 

づ
、
こ
の
m
做
關
係
を
そ
の
淤
的
，方
面
か
ら
全
く
獨
立
に
考
察
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
る
に
人
々
は
大
抵
こ
れ
と
.I
F
.
M̂
の
造
り 

方
を
し
て
、
似
攸
關
係
の
う
ち
に
た
^
、
.ニ
糚
の
.商
品
の
ー
へ
钯
分
散
が
そ
れ
，に
夺
い
て
等
し
と
せ
ら
る
\

比
例
の
み
览
る
0
人
々
の 

请
過
す
る
>
こ
ゐ
は
、
異
れ
る
物
.0
火
き
さ
社
、
そ
れ
ら
が
同
|
职
位
に
#
儿
さ
11
た
後
、
始
め
て
1 :
的
に
比
較
さ
れ
う
る
も
の
と
尨

« 

-

m

る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
问
ー
單
位
の
表
現
と
し
て
の
み
V
異
れ
る
物
の
大
き
さ
は
、
同
じ
稱
吧
を
も
ウ
た
-
從
つ
て
间
じ
取
位
で
渺 

ら
れ
ぅ
る
•
大
き
さ
な
の
で
お
る』

o(

詫ニ
：}

人
々
は
交
換
に
際
し
て
質
の
逆
つ
た
一
ー
商
品
を
觉
的
比
例
に
お
く
こ
と
に
ょ
り
、
意
識
す
る
と
否
'と
に
か
、
は
ら
ず
|#
#

を
憤
値 

と
去
ふ
統
一
的
質
に
還
元
し
> 
彼
等
の
努
働
の
質
的
差
異
を
拾
象
し
て
杣
象
的
人
問
勞
働
に
還
元
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而

も

た
V

、 

杣
象
的
人
間
勞
働
と
云
ふ
同
質
に
還
元
す
る
の
み
な
ら
ず
、

『

現
杯
の
•

社
#

的
に
正
常
的
なC

生
鹿
諸
條
仲
と
、
勞
働
の
熟
練
.お
ょ
び
强 

度
の
社
#

的
平
均
程
度
と
を
も
つ
て
な
ん
ら
か
の
使
州
愤
値
を
坐
產
す
る
に
必
耍
な
勞
働
時
|!
1

]』〔

註 

一
5
換
言
す
れ
ば『

社
#

的
必
耍 

勞
働
時
問』

と
云

ふ『

社
#
的
に
比
較
さ
れ
ぅ
る
.

容
精』

ま
た
は
取
位
に
還
元
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
初
め
てS

：

人
的
勞
勁
は
觉 

的
比
較
可
能
I

同
一
質
f

社
會
的
平
等
勞
働
と
I

の
で
あ
るc

こ
れ
が
商
品
生
產
社
會
に
於
け
る
個
人
的
勞
働
の
社
#
的
平
等 

勞
働
へ
の
還
元
の
特
殊
形
態
で
あ
る
。C

註

】

3

『

か
く
て
人
間
は
、
彼
等
の
勞
働
生
產
物
が
等
質
な
る
人
問
努
働
_

の
眾
な
る
物
的
外
皮
と
看
做
さ
る
.

、
が
故
に
、
そ
れ
ら
の
物
を
憤
値 

と
し
.

て
祁
7/
-

に
1

係
せ
し
む
る
の
で
は
な
い
。
逆
で
あ
る
。
彼
等
は
彼
等
の
異
種
類
の
也
產
物
を
相
7/
;に
交
換
に
お
い
て
憤
倘
と
し
て 

平
等
視
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
彼
等
の
種
々
な
る
勞
働
を
相
:/
/
:
に
人
間
熒
働
と
し
て
平
等
視
す
る
の
で
あ
る
。
彼
等
は
そ
の
こ
と
を
意
識 

し
て
は
ゐ
.

な
い
、
し
.
.か
し
彼
等
は
か
く
行
ふ』

，註
一
四〕
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#
關
係
の
發

M
過
报
は
傾
値
形
態
の
發
候
過
程
に
外
な
ら
な
い
。

『

箇
單
な
る

•眾
ー
な
る

•ま
た

■は
偶
然
的
な

る
• 

價
値
形
態』

ょ
リ
初
ま
り
、『

總
體
的
の

•ま
た
は
擴
大
さ
れ
た
る

•傲
値
形
態』

を
經
て
、『

一
般
的

m
値
形
態』

、
遂
に
は
彼
の

『

燦
爛 

■■
た
る
货
幣
货
態

』

に
ま
で
到
る
發

M
が
そ
れ
で
あ
：る
。

『

货
幣
形
態』

は
商
品9

全
，面
的

.交
換
可
能

.の
形
憊
で
あ
る
が
、而
も
.商
品
の
か 

、

る

豐

熟

，
が
.現
货
«
介

；

の
，は
、
貨
幣
が
資
本
に
轉
化

.し
た
揚
合
、
即
ち
眾
純
商
品
生
產

.ょ
り
資
.本

制

生

產

へ

の

移

行

が

行

は

れ

た

場 

勞
働
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合
に
限
ら
れ
る
。
倒
侦
形
態
の
發
展
に
關
し
て
は
詳
細
を
资
本
論
第

一
屯
依
ー
篇
笫

一

常
三
に
譲
る
。
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三
勞
働
の
奴
痒
の
捨
象
、

!?
1
:分
的
平
均
熒
坳
へ
の
還
元
が
现
赏
ぐ

」

な
る
た
め
に
は
资
水
制

4-
:
祀
の
一
冗
の
發
城
段
階
を
前
提
ミ
す
る
。

熨
;(
:
の
价
象
せ
ら
れ
た
熒
働
、即
ち『

公
俲
一
般J

は『

倘
人
が
界
品
に
一
の
公
俲
か
ら
他
の
勞
的
に
侈
り
ゅ
く
^
こ
ろ
の
、
そ
し
て
勞 

働
の
一
记
秫
M
が
偶
人
に
ヾ」
っ
て
偶
然
で
あ
り
從
っ
て
無
趵
心
で
あ
る
ぐ
*-
.
こ
ろ
の
、

一
の
社
命
形
您
に
相
應
す
る
も
の
で
あ
る』 
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作
^
が
例
人
に
結
合
し 

て
そ
の
特
妹
性
に
成
设
す
る
こ
ミ
を
止
め
る
の
は
、
機
械
に
基
く
人
:1
:
敗
に
於
い
て
初
め
て
見
ら
れ
る
>

」

と
ろ
で
あ
2>
。

さ
ら
に
、
H.
I
:分
的
平
均
勞
俲
が
個
々
の
也
^
^
に
ど
っ
て
蜊
货

ビ
な
る
た
め
に
は
*

マ

一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
初
期
に
於
け
る
程
度
の 

勞
働
祺
则
の
拟
火
を
前
提
ど
す
る

(

社
分
仝
腊
に

??
っ
て
な
ら
ば
•
勿
論

ク
ゾ
フ
ト
的
乎
エ
架
の
昨
代
に
於
い
て
も

££
に
社
0 -
的
必 

袈
勞
倜
は
現
货

^
な
っ
て
ゐ

/-
0
0ま
た
商
品
の
屯
庳
に
は

)|
.
!
:
介
=
的
必
獎
勞
俲
昨

|1
5
]を
支
出
す
べ

し
、、ヒ
ぶ
ふ
こ
ヾ

」

は
、
設
平
の
外
部
的 

强
制
が
命
ず
る
も
の
、
如
く
见
ぇ
る
が
、

マ
ー
！ュ
フ
ァ
ク
ナ
ュ
ア
分
楽
の
發

M
に
忭
ひ
、
與
へ
ら
れ
た
公
働
呤
問
に
一
冗
觉
の
生
所 

物
を
供
給
す

る
こ
ミ
は
、
虫
產
行
程
そ
れ
自
身
の
技
術
的
法
則
、と
な
る

.
。
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鱗

以
上
に
於
い
て
、
晋
人
は
私
的
勞
働
の
社
會
的
努
働
へ
の
轉
化
、
並
び
に
個
人
的
勞
働
の
社
會
的
平
等
勞
働
‘
.へ
の
還
元
が
、
商
品
交 

換
を
媒
介
と
し
て
如
何
な
る
仕
方
で
行
は
れ
る
か
を
考
察
し
た
。
而
し
て
此
轉
化
、
還
元
は
社
#
的
總
努
働
の
比
例
的
配
分
の
前
提
で 

あ
る
。
然
ら
ば
、
社
#
的
總
勞
働
の
比
例
的
配
分
は
交
換
關
係
を
通
じ
て
如
何
に
行
は
れ
る
か
、
此
問
題
は
惯
俯
法
則
の
統
制
作
;|
]
が 

此
無
赦
制
社
#
を
如
何
に
し
て
.統
制
す
る
か
の
問
題
で
あ
り
、
ク
ー
ゲ
ル
マ
ン
宛
マ
ル
ク
ス
.の
書
簡
に
於
け
る
暗
示
的
叙
述
の
中
心
點 

.で
あ
る
。

『

社
#
的
穷
働
の
聯
絡
が
倘
人
的
な
努
働
牟
産
物
の
私
的
交
換
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
や
ぅ
な
社
#
狀
態
の
も
と
で
、
勞
働
の
か
、
る 

比
例
的
配
分
が
，N
ら
を
贳
徹
す
る
そ
の
形
態
は
、
;I
H
に
こ
れ
ら
坐
產
物
の
交
換
M
fi
'
で
あ
る
。
：
：
：
：
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
#
の
本
質
は
、
 

生
；座
の
意
識
的
な
.
*社
#
的
亨
統
制
が
先
天
的
に
は
決
し
て
行
は
れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
の
，ぅ
ち
に
、
正
に
成
り
立
つ
。
合
理
的
な
も
の 

及
び
'
:

E

然
必
然
的
な
も
の
は
、
盲
！̂
的
に
作
]}
]
す
.
る

平

均

と

し

て

の

み
，：：：：

ら

を

貰

徹

す

る

0

』
〔

駄一

:
*以
下
に
於
て
ば
、
此
暗
示
的

 ̂

述
の
中
心
問
題
を
展
開
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
Q
C

ff
tH
O

能
ブ
五
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ル
ク
ス『

视
學
の
贫
凼』

の
序
文
に
於
い
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
通
人
が
玆
に
間
題
ビ
す
る
ミ
こ

.ろ
：を
極
め
て
前

.潔
に
論
じ
て
ゐ
る
。

颇 

• 

る
敎
示
に
常
め
る

^
の
故
そ
れ
を
參

!!
'
«せ
ら
れ
た
い

0(

マ
ル
ク
ス
、
淺
野
媒

_譯
‘

『

货

舉

の

贫|^』

丨

マ

ル

キ

シ

ズ

ム

殽

戬

烙

ニ

册

丨

序

二
六
-
H

一
 

M
M
S

商
品
生
產
社
#
に
於
い
て
は
社
#
的
欲
望
は
裸
の
儘
で
現
は
れ
ず
、
機
只
力
を
前
描

と

ず
る
布
效
需
炉
と

し

て
現
象
す
る
。
他
方
、

M#

的
總
勞
働
の
配
分
は
利
得
を
追
水
す
る
商
.1，
'，
供

給

と

し

て

現

は

れ

る

。

M
耍
供
給
の
調
和
の
實
现
こ
そ
、
今
以
の
歷
史
形
態
に
於 

:

け
る
努
働
の
比
侧
的
，配
分
の
實
現
に
外
な
ら
ぬ
.：。
觅
ら
に
、
€:
#
的
必
耍
勞
働
量(

抜
術
的)

は
愤
侦
量
と
し
て
、
平
均
的
社
#
效
Jj
j

.勞

働

價

値

說

の

諸

問

題

 

.八
，七

二

こ
i 
一
 

ノ



勞
働
價
撖
說
o

諸
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聞
：題
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へ
八
'
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c

r
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一.■
七
：>
は
惯
格
の
高
さ
に
ー
致
す
る
も
の
.

と

じ

，
て
，
現

は

れ

る

0

商
品
坐
產
社
俞
に
は
勞
働
の
比
例
的
配
分
を
行
ひ
生
：產
を
統
制
ず
る
意
識
的
統
制
者
は
無
く
、
•私
的
生
産
者
は
务
自
勝
乎
に
生
產
を 

行
つ
て
.ゐ
る
の
に
、『
兎
に
も
灼
に
も
結
局
の
と
こ
ろI

而
耍
は
滿
足
せ
ら
れ
、

一
舣
的
に
見
て
生
®
は
終
局
に
於
い
て
.は
需
耍
せ
ら
る
k

 

と
こ
ろ
の
：=
1

的
物
に
向
け
ら
れ
る
。
如
似
に
し
て
か
、
る
矛
质
の
調
和
が
實
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
。
競
爭
に
依
つ
て
^
あ
る
0』(

註
一 

八〕

需
給
關
係
&

爭
は
m
格
を
動
搖
せ
'し
め
る
.

o

需
要
側
の
競
爭
は
.愤
格
を
引
き
上
げ
、
供
給
側
の
競
爭
は
«
格
を
引
き
卞
げ
、兩
考 

問
の
競
爭
は
、
そ
の
內
輪
の
撲
合
の
强
弱
に
依
つ
て
、
前
#
に
於
け
谷
そ
れ
が
よ
り
强
い
時
は
價
格
を
引
き
.上
げ
、
後
素
に
於
け
る
そ 

れ
が
よ
り
强
い
時
は
愤
格
を
引
き
下
げ
る
：註
一
九
}。換
言
ず
れ
ば
、
供
給
が
需
要
に
比
し
大
.な
る
時
は
、
供
給
側
の
撰
合
が
需
要
の
そ 

れ
よ
り
も
强
い
の
で
あ
る
か
ら
似
格
は
引
き
下
げ
ら
れ
、
反
對
の
場
合
は
、
逆
の
现
的
で
愼
格
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
然
る
に
®
格
の 

騰
落
は
、
反
對
に
需
給
を
励
搖
せ
し
め
る
。
蓋
し
、
價
格
の
騰
落
は
避
ち
に
.需
要
の
荷
效
と
な
る
限
界
に
變
動
を
坐
ぜ
じ
む
る
と
同
時 

に
、
供
給
侧
の
拟
枒
に
影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
。
佻
給
が
過
剩
と
な
.る
や
'

價
格
は
下
り
、
惯
格
の
下
落
は
需
要
の
增
加
、
做
給
の
减 

少
を
惹
起
し
て
耑
給
の
调
和
を
押
現
せ
し
め
る
。
か
く
し
て
、
需
耍
、供
給
、愤
格
の
三
者
間
に
は
競
爭
に
迤
づ
く
相
互
作
用
が
存
し
、
 

ー
觅
、
需
給
の
.一致
は
.こ
の
相
互
作
用
.よ
り
.獨
立
せ
る
他
の
：者
の
規
制
な
く
し
て
實
現
せ
ら
れ
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
？

一
 
例
を
考
察 

し
て
兄
よ
ぅ
。

此
處
に
一
史
の
«
格
が
あ

り

、

そ
の
偾
格
に
於
け
る
需
耍
佻
給
は
一
‘

致
し
て
居
り
、
こ
の
.

均
衡
は
安
足
的
で
あ
る
と
す
る
o

然
る
に 

何
等
か
の
3

惝
で
供
給
が
咐
し
た
と
す
れ
ば
«

格

は

低

落

す

、
る

。

债

格

が

低

落

す

れ

ば

需

要

が

墦

大

し

て

懷

格

低

落

を

食

ひ

.|
|
:
.
め

る

作
 

川
を
起
す
。
だ
が
佻
給
が
以
前
よ
り
も
咐
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
以
前
よ
り
も
低
い
點
で
«

格
は
一
時
安
宛
し
、
こ
^

愤
格
に
於
' 

い
てa

§

給
も
一
時
的
均
衡
を
う
る
。
だ
が
佻
給
は
そ
の
ま
、
で
は
居
ら
れ
な
い
。
，蓋
し
豫
定
せ
る
賣
値
よ
り
現
實
の
懷
格
が
下
っ
て
ゐ

る
か
ら
、
豫

{

儿
利
得
の
減
少
せ
る
も
の
或
は
掼
失
を
さ
へ
蒙
れ
る
も
の
が
生
じ
、
か
く
る
も
の
は
供
給
減
少
の
胼
因
と
な
る
か
ら
で
办 

る
。
供
給
が
減
ず
る
に
從
ひ
愤
格
は
騰
貴
し
來
り
、
こ
の
騰
貴
は
愤
格
が
從
前
の
點
に
復
歸
す
る
ま
で
は
止
ま
ぬ
。
こ
の
從
前
の
點
に 

於
け
る
需
給
の
均
衡
は
一
時
的
で
は
な
く
安
宛
的
均
衡
で
あ
る
。

：

.

何
故
に
、
或
る
惯
格
に
於
い
て
は
需
給
は
安
宛
的
均
衡
を
得
、
他
の
愤
格
に
於
い
て
は
不
安
觉
的
*

一
時
的
均
衡
を
将
る
に
I!
-
.
ま

る 

の
か
。
競
爭
は
、
如
何
に
し
て
愤
格
が
安
宛
的
な
る
點
を
離
れ
る
か
、
ま
た
社
如
何
に
し
て
そ
れ
が
結
局
、
安
宛
的
な
點
に
歸
つ
て
來 

る
か
を
說
明
す
る
.

が
、
安
定
的
な
點
と
は

一
體
何
で
あ
る
か
を
說
明
す
る
.

こ
と
は
出
来
な
'

い
£

ニ
〇〕

。

此

說

明

を

な

す

爲

め

に

は

、

五
：！ 

人
は
こ
の
相
7/
:

關
係
ょ
り
獨
立
し
：た
.

究
極
的
規
制
者
に
服
を
轉
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
0

.
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八

丨

九

頁) 

蝕

ニ

〇

p
Jf
t
l耍
i
供
給
さ
の
不
均
銜
、
及
び
そ
れ
に
伴
ふ

?}
1
場
價
格

>」

市
場
價
値
ビ
の
不
|
致
を
認
め
る
の
ょ
リ
も
猝
易
な
こ

 

>

」

は
な
い
。

本
常
の
姐
雛
は
需
要
供
給
の
均
衡

y,

は
何
か

.ミ
い
ふ
と

ビ
を
決
定
す
る
點
に
あ
る

.：

.o

需
要
供
铪
は
、
そ
れ
が
'相
互
的
均
衡
に
歸 

し
た
時
作

;«
し
な
く
な
る

0
さ
れ
ば
こ
そ
、
と
の
場
合
、
商
品
は
ぞ
の
市
場
價
値
通

9
に
販
賣
さ
れ
る

.の
で
'あ
る
。
ニ
つ

,の
力
が
相
反
：
 

し
た
方

|-
>
]に
均
等
に
作
州
す
る

^
き
、
雨
卷
は
互
ひ
に
止
拗
し
合
つ
て
外
部
へ
は
何
等
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、此
條 

件
の
下
で
生
ず
る
諸
现
象
は
、
此
等
の
ニ
つ
の
力
の
干
渉

W

い
ふ
と
士
以
外
の
方
而
か
_ら
說
叨
す
べ
き
で
あ
る

0
需
耍
供
耠
は
、そ
れ 

.
が
相
互
に
止
揚
し
合
つ
た

W

き

•も
は
や
何
も
'の
を
も
說
明
し
な
く
な
る
そ
れ
は
も
は

や.
，
||
1

場
儐
俥
の
上
に
は
影

_
し
な
く
な
る

-
. 

市
場
價
値
は
何
故
、
或
る
ー

>1
£
の
货
幣
額
に
ょ
つ

て
の
み
云
ひ
瑰
は
さ
れ
他
の
货
幣
領
に
依
つ
て
は
云
ひ
现
は
さ

.れ

.な
い
か
、我
々
は 

と
の
問
題
：に
つ
い
て
い
ょ
く
五
姐
霧
中
に
陷
る

0 

-

勞
働
俱
値
說
の
諸
間
題

.

八

九

(

ニ
1
.九
5

•

.
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九
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一
二
九
四) 

资
本
制
生
商
の
现
货
的
な
内
部
諸
法
則
は

m
凝
供
耠
の
相

'/
/
;作
川
を
以
っ
て
し
て
は
說

li
/
iし
#
.な
い
こ
ミ
は
叨
ら
か
で
あ
る
。
：
： 

薺
し
、
此
等

s

諸
法
則
は
、
需
耍
供
給
が
作

;1
1
し
な
く
な
っ
た

^
き
、
玆
に
初
め
て
純
綷
に
赏
块
さ
れ
た
も
の
ビ
し
て
現
は
れ
る
か 

ら
で
あ
る
。
需
要
供
給
は
货
際
、相
：

A

均
衡
に
歸
す
る
と

3

が
な

い
。
又
は
歸
す
る
こ

ミ
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
は
偶
然
的
な
こ

ビ
で
あ 

る
。
そ
れ
故
、需
要
供
給
は
、
科
舉
的
に
は
零
に
等
し
い
も
の

.̂
し
て
、行
は
れ
ざ
る
も
の

v

し
て
、考
ふ
べ
き
で
あ
る
。

』
(

旁
點
絍
奍

)
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畠
譯
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一
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.

上
揭
引
川
文
に
於
け
る
需
給
の
均
衡

^
は
萁
ふ
ま
で
も
な
く
安
记
的
均
衡
を
意
呔
す
る
。
需
給
關
係
*競
爭
は
阀
品
生
產
社
命
が
無
淹 

制
な
る
が
故
に
起
る
表
时
的
辦
象
に
過
ぎ
な
い
。
か

V
る
现
象
の
背
後
に
あ
っ
て

.、社
分
的
生
康
を
質
く
秩
序
た
る
、
彼
の
肖
然
法
則 

は
3
!
3
:
2
的
に
作
刖
す
る
：小
均

』
^
し
て
、需
給
の
動
搖

.が
織
0
出
す
均
衡
の
現
赏
的
傾

1»
]
ミ
し
て
貧
微
す
る

0
換
言
す
れ
ぱ
、
需
給
が 

.

動
搖
し
っ
、
も
均
衡
に
歸
せ
ん
ミ
す
る
傾
.

|-
').惘
格
變
锄
が
結
屈
或
る
點
に
歸
せ
ん
ビ
す
る
偏
倚
は
究
櫥
的
規
制
祚
た
る
自
然
法
則 

.
に
依
っ
て
の
み
說
叨

2
れ
る
の
で
あ
る

"
故
に
炎
定
的
均
衡
が
此
點
で
あ
っ
て
何
故
彼
の
點
で
な
い
か
の
說
叨
は
、需
給
關
係
の

中
に 

は
求
め
ら
れ
ず
、そ
の
外
部
の
も
の
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

Q
從
っ
て
需

.給
の
均
构
狀
能
|そ
れ
自
體
に
關
し
て
は
需
耠
は
何
等
の 

說
明
カ
も
な
く
、
無
作
用
で
あ
る

。

.

需
給
均
衡
無
作

;|
}
論
に
關
し
て
は
マ
ル
ク
ス
批
評
家

5
問
に
反
紂
が
あ
る

0

ポ
ェ
ー
ム
バ
ヴ

1
ル
ク
は(

1.
^
|
耠
の
一
致
は
如
柯
な 

る
1|
/
垛
價
格
に
於
い
て
も
あ
り
ぅ
る
。

0
ニ
し
マ
ル
ク
ス
も
認
め
る
如

<-
耑
獎
供
耠
は
伸
縮
し
得
る
可
變
跫
で
あ
っ
て
、有
效
な
骷
耠
も 

排
除
さ
れ
た
添
耠
も
共
に
價
格
の
決
记
に
參
加
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
-
市
場
に
現
货
に
现
は
れ
る
一
部
的
需
給
の
均
衡
ょ
リ
無
作 

JI
]
論
を
立
て
る
の
は
誤
っ
て
ゐ
る
。

(

三
レ
ニ
っ
の
カ
の
作
爪
が
あ
れ
ば
こ
そ
均
衡
も
布
し
得
る
の
で
あ
っ
て

-
こ

れ

を

無

作

刖

^
な
し 

外
部
に
說
明
を
求
む
る
こ
ビ
は
誤

_
も
祁
だ
し
い
、

~?
-
-述
べ
て
ゐ
る

c (

§

自

.
w
5
e
v
,
N

雪

A
bfo
l
I
U
S
-y
l
d-r
.
s
 M

a
r

-Xs
c
h
s

 systems. 

B.

c:h
m
-
B
J
.
W
C
r
k
s
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A
b
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i
u
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n

-c
:
b
e
r 

K
a
p
i
t
a
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u
n
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4
0
9
-
I
3‘〕

小
^
敎
授
は
ハ
一

〕

マ
ル
ク
ス
が
需
給
の
均
衡
を
論
ず
る
极
合
彼
れ
は
馏
格
を
前
提
す
る
こ
ヾ

」

を
忘
れ
て
ゐ
る
、

(

一
一^

«f
l
l

給
の
均
衡
は 

如
何
な
る
愤
挤
に
於
い
て
も
起
リ
得
る
、

0

:い
憤
格
は
常
に
忠
耠
關
係

に
ょ
り
I

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
自
然
憤
格

1C

一
致
せ
ぬ 

惯
格
は
そ
れ
向
體
の
ぅ
ち
に
變
励
の
原
阁
を
藏
し
、
一
致
す
る
傾
格
は
こ
れ
を
蕻
さ
ぬ

^
云
ふ
に
止
ま
る
、等
の
諸
點
ょ
リ
論
難
せ
ら 

れ
て
ゐ
る

o(

小
衆
信

.-

.

『

倒
値
論
ミ
社
僉
ホ
義

^
四
た
び
勞
働
赀
川
ミ
平
均
利
澗
の
刖
題
を
論
ず
、
十
，六
節
參

}!
(
{

〕

マ
ル
ク
ス
の
問
題

w

す
る
均
衡
は
、
其
都
度
の
斷
り
膂
き
こ
そ
な
い
，が
、
前
述
せ
る

;?
こ
ろ
ょ
リ
、

自
然
法
則
が
純
粹
に
赏
現
す
る 

，姿
で
あ
る
以
上
、
價
値
に

„
致
し
た
愤
格

(

资
本
制
的
モ
デ
ィ

.フ
ィ
々
丨
シ
ョ
ン
を
導
入
せ
し
場
合
な
ら
，ば
、
生
鹿
慣
格
に
一
致
せ
る 

■價
格〕

を
前
提

1?
す
る
安
记
的
均
衡
で
あ
る
事
は
：

??
ふ
ま
：で

も

無

い0
故
に
倒
格
を
前
提

1?
せ
ぬ
均
衡
で
も
な
け
れ
ば

Q

ル
ク
ス 

は
價
格
ざ
需
耍
及
び
供
給
、

|
1
1
#
||
|
1の
相
7/
:作
;|
1
を
充
分
認
め
て
ゐ
る

.丨
；
妄

ヌ

D
a
s
K
l
p
’M
,

 

B
!, 

III. 

L

 

S. 

1
5
3
-
4
.

靡

課
 

笫
！ニ
卷
上
一
五
八
丨
九

K〕

如
何
な
る
價
格
に
て
も
坐
じ
ぅ
る
均
衡
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

SI
ら
に
價
格
そ
れ
自
體
の
ぅ
ち
に
變
励 

Bn
因
が
莅
す
る
か

K
Mか
は
需
耠
に
依
っ
て
は
決
し
て
說
叨

.
3れ
得
ぬ

v

こ
ろ
で
あ
つ
て
、
需
拾
及
び
憤
格
の

 

一
二
者
以
外
の
も
の
に
求 

め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

蓊
し
安
记
的
！

T

衡
の
锻
後
の

^
準
は
傾
値

.だ
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
憤
値
は
：

1
:教

の

相

：立

關

係 

ょ
り
獨
立
し
て
決

.：；儿
さ
れ
、
む
し
ろ
逆
に
相
：

//
;關
係
を
规
制
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

需
給
無
作
用
の
现
論
も
玆
に
扣
极
據
を
持 

つ
。
最
後
に
、

マ
ル
ク
ス
が
资
本
論
柯
頭
の
商
品
分
析
に
於
い
て

>
何

故

：窗

給

の

作

，用

を

捨

衆

し

.て
ゐ
る
の
か
、
の
疑

||
5
]も
、
商
品 

也
)9
?
社
#
を
茛
く
上
述
の

.
£
1银法
則
そ

.れ
申
體
を
剔
出
し
て

.論
ぜ
ん

w

せ
る
彼
れ

.の
意
.阃
を
了
解
す
れ
ば

.

.ー
應
氷
解
ず
る

'
.

Q

で
あ

'

る
。 

『

經
濟
學
上
需
耍
供
耠
が
均
衡
に
歸
す
る
ビ
假
定
す
る
の
：は
、
何
故
で
あ
る
が
？

日
く
、
諸
現
象
を
ば
：、
そ
の
合
法
則
的
な

"

^
 

の
概
念
に
ー
致
し
た
黎
で
觑
慼
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
換ー一

!ー1-
»
す
れ
ぱ
と
れ
を
讀
耍
供
給

.の
述
動
に
侬
っ
て
與
へ
ら
れ
た
る
外
觀
か

6
. 

は
獨
立
し
て
觑
察
せ
ん

_が
た
.め
で
あ
る

.
：
> 他
方
に
ま
た
、
需
艰

fi
l
:給
の
運
脚
の

.现
货
的
，傾
网
を
見
出
し
て
、，
諝
は
ド
と
れ
を
辽
记
め 

ん
令
す
る
こ
ミ
も
、
そ

s
f>
l
!ul
v、
/i
っ
て
ゐ
.
.る
。

藍

し

、

需
：耍

供
.給

叫

の

諸

不

，等

は

對

抗

的

牲

質

.の

も

の
.で
'あ

る
0
而

し

て

そ

れ

は 

勞

働

價

値

說

の

訊

問

題

 

• 

九

一

(

1
ニ
九
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勞
働
.價
値
說
.の‘諸
.問
.題
' 

.九

-

C
M
.
K

六〕 

不
斷
に
，相
伴

'^
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

.の：相
反
し
た
方

g

に
依
つ
，て
、

そ
：
の
，
對
抗
に
侬
づ

.て
、
相
互

.均
銜

2
歸
す
る

.0
そ
れ
故
、
與 

へ
ら
れ
た
る
知
何
む
る
揚
合

-f
c
於
い
て
も
、
爾
要
供
給
は
均
衡

.に
歸
し
て
ゐ
る
も
の
で

^
な
い
が
、

一
の

.方
|'
*
]
.
に

於

け

る

不

 
ー
^
は
、
 

そ
れ

^
相
反
し
た
方

|-
>
1に
於
け
る
他
の
不
ー
致
を
喚
び
起
す
こ

^
に
な
る
か
ら
、
大

^
リ
小
な
リ
の
'ー
期
間
会
體
に
つ
い
て
考
へ
る 

な
ら
ば
、
附

者

は

絕

え

ず

均

銜

に

歸

す

る

。
，：尤

も

、

と
れ
は
過
ぎ

.去
つ
た
述

_
の

均

衡
->
1
し
て
の
み
、
相
瓦
對
抗
の
不
斷
め
運
動

W

 

し
て
の

み
、
行
は
れ
る
こ

W

な
の
で
あ
る

o 

,とれ
に
侬
つ
て
、
市
場
倒
値
に
ー

‘
'致
せ
ざ
る
市
揚
價
格
は
過
不
圯
相
殺
さ
れ
、
叩
均
數 

に
つ

い
て
考
へ

る
な
ら
ば
、
•そ
れ
は
市
場
價
値
に
等
し
く
な
る

O

な
ぜ
だ
ら
ば
*
市
場
憤
値
に
對
す
る
各
不
一
软
は
プ
ラ
ス

•

マ
ィ 

ナ
ス
ミ
し
て
相
殺
3

れるからであ'

一

 K
』々c

旁
點

s£
港
し(Marx, Das Kapital, B

d
,

 III, I' .s. 

1
5
3

高
沿
譯
第
三
卷
上

1 

五
七
丨
八
斑
'

.J

或
る
仅
格
に
#
、い
て
结
取
が
安
^
的
均
衡
を
得
るQ

は
、
供
給
侧
が
其
愤
格
に
於
い
て
得
ら
れ
る
利
得
に
背
ん
じ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ 

り
、
過
火
で
も
過
少
で
も
な
い
^
通
の
利
得
が
供
給
者
に
保
證
さ
れ
て
ゐ
.る
か
ら
で
あ
る
。
生
產
愤
格
化
を
捨
象
し
た
現
在
に
於
い
て 

は
ヵ
ゝ
る
仅
格
は
仗
；̂
^
^

—

^
1]
#
的
必
要
勞
.働
時
|
1

(
技
術
的)

^
-
-に
一
致
し
た
愤
格
に
外
な
ら
な
い
。
蓋
し
、
價
値
よ
り
の
價
格 

の
鄺
仅
は
、
利
得
を
過
大
ま
た
は
過
少
な
ら
し
む
る
こ
と
に
よ
り
供
給
を
刺
戟
し
て
供
給
量
を
變
動
せ
し
む
る
か
ら
で
あ
るo

即
ち
、
 

器

の

、、ハ
U 

メ
丨
タ
丨
に
依
り
衍
格Q

羅
が
霞
さ
れ
て
ゐ
.
る

限
り
、
需
給
の
變
励
は
止
ま
ず
、
露
の
變
動
は
愤
格
を
動
か
し
て 

偎
飢
にI

致
せ
し
，む
る
作
用
を
な
す
の
で
あ
る
。
か
く
て
需
給
及
び
愤
格
の
相
7/
;
關
係
は
债
値
な
る
咨
觀
的
淼
準
に
依
つ
て
規
制
せ
ら 

れ
、
そ
の
結
艰
、
m
格
動
根
は
常
に
愤
fl
l
vlc
落
ち
付
か
ん
と
す
る
傾
向
を
も
つ
。
此
場
合
、
需
要
、
佻
給
、
愤
格
、
三
者
の
相
互
關
係 

よ
り
惯
俽
は
獨
立
：し
て
ゐ
る
。
蓋
し
®
値
は
社
#
的
生
産
力
の
一
宛
の
發
展
段
階
に
よ
り
規
宛
さ
る
、
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て 

か
く
し
て
记
め
ら
れ
た
似
俽
こ
そ
三
客
の
相
77
:
關
係
の
究
極
的
規
制
者
で
ぁ
る
0
愤
格
が
偾
値
に
ー
致
せ
ん
と
す
る
^

1̂
を
畤
っ
と
云

ふ
祺
は
、
需
給
が
安
宛
的
均
衡
を
得
る
.傾
向
の
#
す
る
事
を
意
味
し
、
從
つ
て
勞
働
の
比
例
的
.配
分
■.の
傾
向
を
意
味
す
.る
も
の
に
外
な
. 

ら
な
い
。
商
品
坐
產
を
贯
く
內
部
的
法
則
•
命
然
必
然
的
な
る
も
の
はT

需
絲
が
相
互
均
衡
に
歸
し
た
と
き
、
茲
に
初
め
て
純
粹
に
W 

現
さ
れ
た
も
の
と
し
て
現
は
れ
る
0』

然
し
乍
ら
、.現
實
に
於
い
て
は
、
如
何
な
る
場
合
に
も

.

需
給
は
均
衡
に
舞
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な 

い
”が
、
そ
の
運
動
の
對
抗
的
性
質
に
よ
り
、『」

の
方
向
に
於
け
る
不
，ー
致
は
、
そ
れ
と
相
反
し
た
方
，！1
に
於
け
る
.；小一

致
を
喚
び
起
す 

こ
と』

に
よ
り
、
.均
衡
す
べ
き
現
實
的
傾
向
を
持
つ
も
0
で
あ
る
か
ら
、『

大
な
り
小
な
り
の
ニ
期
間
金
體
に
つ
い
て
考
へ
る
な
ら
ば
附 

客
は
絕
ベ
ず
均
衡
に
歸
す
る』

の
.で
.あ
る
。
こ
れ
が
、
商
品
生
產
社
會
に
於
け
る
向
然
法
則
の
特
殊
な
.現
象
の
仕
方
で
あ
る
0『

合
现
的 

な
も
の
及
びs

然
.必
然
的
な
る
も
.の
は
、
盲
目
的
に
作
用
す
る
平
均
と
し
て
の
み
，：

e

ら
を
贳
徹
す
る』

と
の
ク
ー
ゲ
ル
マ
ン
宛
哿
簡
に 

於
け
る
マ
ル
ク
ス
'の
言
葉
.の
.眞
意
も
亦
茲
に
#
す
る
も
の
と
^
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

五

>.
述
の
問
題
を
前

M

拙
稿
に
於

.い
て
展
開
し

.た
勞
働
配
分
の
法
則
，を想
起
し
つ
つ
更
に
詳
細
.，に考
察
し
て

見
よ
ぅ
。
而
し
て
此

考
察 

は
、
從
來
煺
々
論
ぜ
ら
れ
た
る

『

社
#

的
必
要
勞
働
時
間

』

の
ニ
義
の
問
題
に
解
決
を
與
へ
妈
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。
マ
ル
ク
ス
は 

『

社
#

的
必
要
勞
働
時
間

』

な
る
言
葉
を
、

(

一)I

般
的
に
は
、
商

.品1 

'個
當
り

.の
技
術
的
必
要
勞
働
時

(1
1
1

(

勿
論
社
#
的
平
均
に
於
け 

る)

■の
意
味
に
用
ひ
、

(
1

0
特
殊
：
0

場
合
に
ば
、

1

坐
産
部
門
全
體
に
對
す
石
社
#
的
欲
缓

’の
g
fi
l
'
:

——
『

社
#

的
^ '

乘
に
於
け
る
使 

用
惯
値JC

託U

1)

1

に
從
つ

.て
、
該
部
門
に
必
要
と
さ
れ
る
需
耍
的
過

.要
赞
働
時
間
の
：意
味
に
泔
ぴ
て
な
な
の
で
お
る
。

资
本
論
第
.一
卷
滞
：ー
篇
1

::
*
章
に
於
い
て
、
マ
ル
ク
d
は
商
ロ
|
の
第
：

J

變
德
I

販
^

—

を
說
く
に
際
し
て
次
の
.如
く
論
じ
て
ゐ 

る
'°
.意
識
的
敍
制
な
き
今
日
の
.髮
看
で
は
私
的
生
適
盏
は
、
6
れ
の
生
產
物
が
絕
對
的
^
不
必
耍
：な
も
の
で
あ
る
か
、
必
要
で
あ
る
と 

1
て
も
過
剩
满
給
め
爲
め
に
相
對
讷
に
不
必
耍
と
な
れ
る
名
の
で
あ
る
か
、
此
點
に
猢
し
て
は
全
く
無
知
で
あ
る
0

澇
f

:-
#
-說
の
具
1

I
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九
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勞
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値
說
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，
 

允

叫

(

一
二
九
八) 

f

も
し
も
市
場
の
w
の
腑
が
リ
ン
ネ
ル
の
總
：基
を
、

一
エ
ル
レ
に
つ
き
ニ
シ
ル
リ
ン
グ
と
い
ふ
!1
-:常
似
格
で
吸
收
す
る
こ
と
が
で
き
な 

い
な
ら
ば
-
こ
の
琪
赞
は
、
社
俜
的
總
勞
働
時
間
の
餘
り
に
火
な
る
部
分
が
リ
ン
ネ
ル
機
織
の
形
式
に
お
い
て
支
/|
'
|さ
れ
た
こ
と
を
、
 

證
明
す
る
、
そ
の
結
艰
は
、
個
々
の
リ
ン
ネ
ル
織
工
の
い
づ
れ
も
が
、
彼
れ
の
.侗
別
的
生
產
物
の
上
に
、
社
會
的
に
必
要
な
勞
働
時
間 

以
上
の
も
の
を
費
し
た
の
と
，
同
一
で
あ
る
。
こ
、
，で
は§

tg.efangs, 

mitgehangen.
〔

一
 

緖
に
捕
へ
ら
れ
た
も
の
は
一
緖
に
絞 

殺
さ
れ
る〕

と
い
ふ
諺
が
あ
て
は
ま
る
。
市
場
に
お
け
る
總
て
の
リ
ン
ネ
ル
は
た
^

:個
の
商
品
と
7|
-
做

さ

れ

、

そ

の

各

片

は

た

\:
'
そ 

の
可
除
部
分
と
の
み
矜
做
さ
れ
る
、
そ
し
て
赀
際
ま
た
、
侗
々
の一

ヱ
ル
レ
の
偎
佌
は
い
づ
れ
も
み
な
、
社
#
的
に
規
定
さ
れ
た
る

 ̂

1
.の
八
刀
1:
を
荷
つ
た
ー
樣
な
る
人
間
勞
働
の
體
化
物
に
外
な
ら
ぬ
.の
で
あ
る
0』

ハ
旁
點
_
者—

註
ニ
ニ)

此
說
明
に
於
い
て
先
づ
起
る
疑
問
は
、
惯
攸
置
を
決
宛
す
る
も
の
は
-
技
術
的
必
要
勞
働
時
間
な
の
か
、
需
要
的
必
嬰
勞
働
時
問
な 

の
か
、
そ
の
何
れ
で
あ
る
.か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
前
後
の
關
聯
ょ
り
解
釋
す
れ
ば
、
最
後
の
旁
點
の
文
句
は
、
愤
値
は『

社
#
的
自 

乘
に
於
け
る
使
州
攸
値』

に
依
つ
て
決
记
せ
ら
れ
る
'
說
耍
的
意
味
に
於
け
る
社
妗
的
必
耍
労
愀
總
觉
の
讨
除
部
分
に
外
な
ら
ぬ
-
と 

の
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
の
や
ぅ
に
と
れ
る
。
だ
が
か
く
解
す
る
こ
と
は
、小
枭
敎
授
及
び
櫛
田
氏
な
ど
も
茇
は
れ
る
や
ぅ
に
<
:註
ニ
三) 

マ
ル
ク
ス
熒
働
£
侦
説
の
，1-
-
1殺
を
葸
味
す
る
。
器
•し
、
こ
ぅ
な
る
と
、
愤
格
が
攸
侦
を
規
定
す
る
祺
と
な
り
、
愤
値
の
侦
格
规
制
作
用 

は
全
く
說
明
が
つ
か
な
く
な
る
と
同
時
に
、
マ
ル
ク
ス
勞
働
愤
fi
說
は
逆
立
ち
す
る
こ
と
\
な
る
か
ら
で
あ
る
。

此
疑
問
は
努
働
配
分
の
統
制
奔
と
し
て
の
役
削
ょ
り
似
攸
法
則
を
考
察
す
る
時
に
は 

一
1C
氷
解
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
マ
ル
ク
ス 

は
毁
オ
^
-̂
三
卷
^
代
^
の
.絡
^
に
於
■い
て
こ
の
仍
题
を
取
极
■ひ
大
.要
^
き
の
如
く
>1
ベ
•て
ゐ
_る(

註
二
凹
、。
*
努
働Q

.

配
分
が
均
衡
を 

得
て
ゐ
る
時
に
は
怊
格
は
侦
侦(

见
ら
に
進
ん
だ
發
迮
の
下
に
於
い
て
は
坐
庞
愤
格)
に
一
致
す
る
と
云
ふ
法
則
は
、「

倘
々
の
商
品
に
っ 

い
て
V
は
な
く
、
分
業
に
依
っ
て
獨
立
化
し
た
特
殊
な
/|
|
1
:
舍
的
泶
座
諸
部
而
の
そ
の
時
々
の
總
生
淹
物
に
っ
ぃ
て
、
^
已
を
れ
徹
す
る

憤
値
法
則
な
の
で
あ
る』

が
、
此
場
合
洛
個
の
瓶
品
に
つ
い
て
技
術g

に
必
妒
な
勞
働
峙
.牌
が
充
坩
さ
れ
る
と
い
.ふ
の
み
で
な
く
4
尙 

ま
た
社
會
的
總
勞
働
時
問
中
か
ら
の
.必
耍
な
比
例
:̂
の
み
が
色
々
な
職
業
群
に
於
い
て
充
爪
さ
れ
石
と
い
ふ
こ
と』
即
ち
笫
ー
ー
の
需
要 

の
意
味
に
於
け
る
.社

:#
的
必
耍
勞
働
量
が
問
題
4
な
ゐ
。
：だ
が
、『

法
則
は
依
然
と
し
て
倘
別
的
商
品
の
場
合
に
示
し
た
と
こ
ろ
の
も
の 

と
同
一
で
あ
る
o
.都
ち
、
商
品
の
使
用
愤
値
は
交
換
價
値
隨
つ
て
ま
た
傲
値
の
前
提
た
る
も
の
だ
と
い
ふ
法
則
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
問 

題
が
必
要
勞
働
と
.餘
剩
勞
働
と
の
.倒
合
に
關
係
し
て
來
る
の
は
、
浩
し
そ
の
割
合
が
破
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
商
品
憤
値
に
含
ま
れ
る
餘 

剩
惯
値
が
實
現
せ
ら
れ
得
な
く
な
石
と
い
ふ
限
り
に
於
い
て
の
み
で
あ
^
。』

か
く
述
ベ
る
こ
と
に
依
り
マ
‘ル
ク
ス
は
勞
働
配
分
の
問
题
ょ
り
需
耍
の
意
味
に
於
け
る
社
會
的
必
耍
勞
働
時
即
を
取
极
ひ
、
こ
の『

慎 

値
法
則
一
般
を
M
ら
に
展
開』

し
龙
場
合
に
於
い
て
も
倘
灿
的
商
品
の
場
合
と
原
則
は
同
じ
で
あ
り
、
使
;1
]
愤
値
は
飽
く
ま
で
も
僧
値 

の
前
提
た
る
に
止
ま
る
こ
と
を
强
調
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
' 

1

.

0
創
出
に
關
る
も
の
は
技
術
的
必
要
勞
働
時
間
で
あ
つ
て
、
需
要
的 

必
要
勞
働
時
ni
l
は
た
V
價
値
實
現
の
.
.前
提
た
る
.に

.!
|
:
.
ま
る
0
,こ
.の
.原
則
だ
け
で
問
題
の
核
心
は
旣
に
把
ま
れ
て
ゐ
，る
。
'

商
品
坐
產
社
會
は
無
政
府
的
な
る
が
故
に
、
■社
會
的
欲
望
の
範
圍
と
配
分
勞
働
量
と
：の
.問
に
は
意
識
的
な
必
然
的
關
聯
は
耜
在
し
な 

い
。"
即
ち
？_坐
產
部
|
:
,に投
ぜ
ら
れ
た
る
技
術
的
必
耍
勞
働
總
1:
と
該
部
門
に
於
け
る
需
耍
的
必
：耍
勞
働
量
と
は
必
ず
し
も
一
.致
せ
ぬ 

の
で
あ
る
？
然
る
に
現
實
の
勞
働
配
分
は
、，
兎
に
も
角
に
も
終
局
的
に
.は
何
等
か
の
仕
組
に
依
つ
て
、
社
會
的
欲
望
の
範
园
-——

需
要 

的
必
要
勞
働
Jt——

に
一
致
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の「

何
等
が
の
仕
姐」

と
は
愤
俽
法
11
1
]の
統
制
作
用
に
外
な
ら
な
い
0
筆
客
は
前
囘 

に
於
い
て
、
マ
ル
ク
ス
の
用
ふ
る
使
用
傻
俯
な
る
言
葉
の
ニ
義
に
つ
い
て
論
及
し
た
3

ニ
$
が
、(

1
〕

資
本
論
胃
頭
の
商
品
分
析
に 

於
い
て
規
定
せ
ら
れ
た『

使
用
價
値』

は
絕
對
的
め
必
要
•
不
必
要
に
關
す
る
の
み
で
.、
過
剩
•
過
少
の
相
對
的
な
場
合
に
は
無
關
係 

で
あ
り
、
社
會
的
分
業
の
質
的
編
制
に
.の
_み
か
、
は
る
も
の
で
あ
る
が
、
01)

特
殊
な
場
合
に
使
用
せ
ら
れ
る『

社
.
#
的
自
乘
に
於
け 

勞
働
價
値
說
の
諸
問
題
、
 

九
五
-

C
I

 
ニ
九
九)

.



.
#侧
價
値
■說
i

問
題 

.，九

.六

(

ニ
}ー0
〇〕 

る
使
|[
1
愤
俯』

は
相
対
的
の
必
要
ァ
不
必
要
、
過
刺
•
過
少
の
問
題
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
社
#
的
分
業
の
货
的
榀
制
に
關
す
る 

も
の
で
あ
る
とr
ム
ひ
得
る
。
而
し
て
、
兩
奔
は
柯
れ
も
愤
侦
の
前
设
た
る
に
||
*
.ま
ろ
が
、
前
客
は
愤
尬
の
刟
川
に
對
し
て
の
前
提
で
あ 

り
、
，後
^
は
似
：5
汊
現
に
關
す
る
前
松
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
絕
對
的
に
無
川
な
も
の
は
如
何
に
熒
慟
を
投
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ょ
ぅ
と
も
似
値 

た
り
^
な
い
が
、
布
州
に
し
て
而
も
過
刺
の
た
め
に
相
對
的
に
無
川
と
な
つ
た
も
の
は
、
愤
値
た
り
ぅ
る
が
そ
の
贤
現
を
な
し
得
ぬ
の 

で
あ
る
6 

•
從
つ
て
、
後
对
に
依
り
そ
の
肫
阴
を
決
宛
せ
ら
.れ
る
耑
耍
的
必
耍
穷
侧
掀
も
ま
た
似
俯
找
現
の
前
從
た
る
に
止
ま
る
。

,
§

は
似
値
の
實
現
範
間
を
示
す
。
故
に
、
W
格
總
景
：は
需
要
的
必
#
勞
働
|
:の
範
_
に
規
制
せ
ら
れ
、

一
倘
當
り
の
似
格
は
、
か 

、
•るSi

嬰
的
必
要
勞
$
觉
の一

個
當
り
の
可
除
部
分
に
相
當
す
る
。
然
る
に3

而
要
的
必
耍
勞
働
ft
の
範
間
は『

社
#
的G

C

乘
に
於
け
る 

使
/I
J

Mfl
;』

に
ょ
り
決
记
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
の
付
除
部
分
と
は
結
局
該
坐
淹
物
の
社
#
的
效
刖
總
贽
の
可
除
部
分
'
平 

均
的
社
#
效
;f
j
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
一
倘
當
り
の
偎
格
は
平
均
的
社
#
效
/!
]
に
依
り
規
宄
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
0 

:價
値
と
愤
格
と
：の
背
離
と
は
、
二
個
當
り
の
技
術
的
.必
耍
勞
働
時
間
と
平
均
的
社
會
效
用——

從
つ
て
需
要
的
必
要
勞
働
贵
^

—

と
の 

不
均
衡
に
外
な
ら
ず
，
こ
れ
は
创
出
せ
ら
れ
た
■價
値
贵
.と
實
現
せ
ら
れ
る
價
値
a:
と
の
開
き
•
勞
働
の
現
實
的
配
分
量
と
社
會
的
欲
望 

範
圆
と
の
不
.

1

致
を
意
味
し
、
.從
つ
て
勞
働
配
分
の
誤
り
を
意
味
す
.る
。
前
囘
拙
稿
に
於
い
て
、
勞
働
配
分
の
均
衡
•
不
均
衡
の
規
準 

は
技
術
的
必
要
勞
働
觉
と
平
均
的
社
#
效
;|
3
と
の
均
衡
•
不
均
衡
に
#
し
、
平
均
的
社
會
效
用
の
可
動
的
な
る
に
反
し
、
技
術
的
必
要 

勞
働
货
は
確
囵
不
励
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
こ
れ
こ
そ
究
極
的
规
制
济
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
以
上
述
べ
來
れ
る
と
こ
ろ
に
依
り
、
 

荇
人
は
、
商
品
生
雍
社
含
に
於
い
て
は
愤
佌
と
似
格
と
が
此
の
兩
济
の
關
係
を
現
は
す
も
の
で
あ
り
、
愤
俽
こ
そ
究
極
的
パa 

メ
ー
タ 

1
-な
る
こ
と
を
^
る
の
で
あ
■る
。 

• 

■

,
*

格
動
播
讨
價
.
.
の
規
制
に
依
り
、
年
均
奶
に
祗
價
値
祀
.一
致
す
る
傾
响
を
も
つ
が
故
に
、
領
値
の
.
创
出
と
實
说
の
沿
き
、
現
實
的

I M

勞
働
配
分
贽
と
社
會
的
欲
望
と
の
不
ー
致
、
即
ち
努
働
配
分
の
^

b
は
常
に
#
し
つ
、
も
無
く
な
る
べ
き
傾
向
を
も
つ
の
で
あ
る
。
か 

く
し
て
、
資
本
制
社
#
に
於
い
て
は
、
•勞
働
の
.均
衡
的
配
分
が
旣
に
#
成
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
常
に
構
成
さ
れ
行
く
過
程
が
作 

す
る
の
み
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
絕
へ
ず
生
ず
る
勞
働
配
分
の
仕
损
じ
を
通
じ
て
の
み
、
今
U
の
社
會
に
於
け
る
勞
働
配
分
の
均
衡 

は
得
ら
れ
る
。
こ
れ
が
资
本
制
社
#
に
於
て
勞
働
配
分
の
|-
|
然
法
則
が
贳
徹
す
る
歷
史
的
形
態
で
あ
る
。
而
し
て
斯
か
る
仕
損
じ
は
、
 

社
會
的
勞
働
の
浪
赞——

最
大
效
來
を
生
む
べ
き
||
1
途
に
川
ひ
ら
，れ
ざ
り
し
と
と——

を
意
味
し
、
创
出
せ
ら
れ
し
惯
侦
に
し
て
實
現 

さ
れ
ざ
る
部
分
は
.こ
の
浪
費
#
^
-示
す
。
，か
、
る
浪
赞
は
人
爲
的
統
制
な
き
今
日
の
社
會
が
ほ
動
的
統
制
の
爲
め
に
亥
拂
ふ
對
惯
に
外 

な
ら
ず
、
商
品
坐
產
社
會
の
也
產
諸
關
係
の
特
質
に
歸
因
す
る
も
の
に
外
な
ら
.ぬ
'
。

.

.

以
上
0;
事
柄
は
、
傲
値
1 :
を
故
術
盹
必
耍
勞
働
時
問
と
解
し
て
の
み
现
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
0'

若
し
も
惯
値
.を
以
つ

て

、

需
要 

的
必
耍
勞
働
時
間
な
り
と
す
る
時
ぬ
は
、
價
値
は
價
格
に
a
に一

致
す
る
こ
と
、
な
.つ
て
、
そ
れ
は
何
等
の
銃
制
作
用
を
も
な
し
得
な 

く
及
り
、
碑
つ
て
^
:
|主
產
諸
關
供
を
貧
く
べ
き
勞
働
の
比
例
的
配
分
の
秧
伟
は
*
は
れ
石
こ
と
、
な
る
。
故
に
マ
ル
ク
ス
が
技
術
的 

必
耍
勞
働
時
[|
1
|を
以
て
愤
値
1:
と
な
.し
、
需
要
的
必
耍：

勞
働
峙
問
を
價
俯
實
現
の
前
猫
と
な
せ
し
は
、
か
、
る
商
品
生
產
諸
關
係
の
特 

質
ょ
り
價
値
概
念
を
考
察
す
る
場
合
に
.の
み
承
認
さ
れ
得
る
事
柄
.で
あ
る
0

2
宛
の
商
品
が
當
時
の
社
會
的
欲
望
以
上
.の
或
る
數
贽
で 

生
產
さ
机
る
と
す
れ
ば
、社
會
猶
勞
働
時
fi
l
lの
'

1

部
は
浪
费
さ
れ
丸
る
こ
と
に
な
る
。
で
、と
ゐ
.場
合
に
は
斯
か
る
商
品
の
總
箭
は
現
實
に 

於
い
て
そ
の
ぅ
ち
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
ょ
り
.も
遙
，か
，に
.少
貴
な
社
き
的
勞
働
を
，市
場
.で
.代
.表
す
る(Repr

p:sentiert〕』c

註I j

六〕

。 

と
の
一
文
；に
.於
け
.る
,'
''.『

-'
f

t
表
す
る』

.
と
.云
ふ
言
葉Q

意
味
も
、『

そ
€>
•結
艰
は
、
個
々
の
リ
ン
ネ
ル
織
工
の
い

づ
れ
も

が

、

彼
れ
の
個
別 

的
生
產
物
の
上
に
、
社
#
的
に
'#
要
な
勞
働
時
間
以
上
の
も
：

Q.

を
费
し
：?<
:
の
‘と
'.
'
:词
ー
：̂

あ
.
1
^

』

'«
淑
引
;|
]
文
^
何
れ
も
旁
屈
锥
密
- 

と
の
文
句
：の
意
味
す
.る
と
こ
：ろ
も
、
：何
れ
も
似
値
の
*
现
支
取
-«
へ)

る
も
0
:に
外
な
名
-*
.い
>
^
^

,

:

勞
蘭_

値
®

の.

問
：
—

九七
：：

2

h

; q
c :
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'

雷

惯

値

說

：

.

の

賭
問
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題
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,

を

單

散

る

前

提

た

ら

し

む

る

.
に

,-
(
|
:
ま
り
”

こ
れ
を
暗
黑
の
.

ぅ

ち

；に

哪
1

込
め
て
其
作
用
を
徕
0

出
さ
な
い
と
非
難
さ
れ
：る
が
、
以
h

に 

於
い
て
菩
人
は
、
.

マ
ル
>

ス
_

は
俠
し
.

て
使
用
瓶
値
に
.

不

當

な

地

位

を

與

；
へ

る

も

:0

で
は
な
く
、
そ
れ
に
相
當
す
る
地
位
を
與
.
.へ
'た
も
の 

:

で
あ
る
こ
七
を
知
る
の
，で
あ
る(

.

酞
1

1

七
、？

'

:

て

許
ニ
.一

三
田
學
會
雜
誌
昭
和
七
*!1所
載
观
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1
勞
働
值
値
說
0
迤
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的
考
察
，

』
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頁
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'註
ニ
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泉
信
气

『

價
値
論

.迖
社
會
主

.義』

四
た
び
勞
働
費

.用
^
平
均
利
潤

^
の
間
，題

を

論

ず.
.四
六

3

,

櫛
田
氏
蔵
^
マ
ル
ク
ス
價
値
槪
念
に
關
す
る
ー
考
き
大
肢
社
高
題
研
究
第
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V
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註
ニ
四 

vgl. Marx, a., a. 

p B
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^
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ニ
五
拙
稿
前
揭
九
九
I

I

Oニ

頁

參

照

.■ 

,

;

.

雙

六

Marx, a. 

p
. 

o. Bd. Ill I. s.: 150;
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驻

二

七

『

所
謂
自
然
法
则
が
平
均
ミ
し
て
自
已
を
茛
く
の
は
、
即
ち
均
衡
の
傾
向
が
支
配
す
.る
S

は
、
常
に
使
用
愼
値
乂
は
敫
用
の
作
们
パ
.
 

は
^'
ら
い
て
ゐ
る
0
と
れ
6
の
作
用
を
明
確
な
ら
し
め
す
し
て
は
均
衡
の
何
た
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
迖
は
出
來
ぬ
0

sr

ル
ク
ス 

熒
働
價
値
說
は
此
使
用
價
値
を
た
^
前
提
ミ
す
る
の
.み
、
と
ル
を
喑
黑
の
中
に
推
し
.こ
め
て
、
そ
の
作
用
を

採
”
出
さ
な
い0』

(

高 

:

田
保
馬

『

勞
働
價
値
說
は
支
持
し
得
ら
る
ふ

』
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改
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昭
和
五
•
七
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:

マ
ル
ク
ス
の
勞
働
削
分
法
則

.に
於
い
て
软

;«
が
問
題

5£
な
る
こ
ド
，
は
確
か
で
あ
リ
、『

社
會
的

B
乘
に
於
け
る
使
用
價
笕

』

な
る
言 

葉
を
用
び
て
マ
ル
ク
ス

が
此
方
面
を
假
令
換
然
た
り

w

は
云
へ
附
頌
ヾ

」
し
て
ゐ

衣
こ
ビ

に
就
い
て
は
前
间
拙
稿
に

.た
い
て
.述
べ
た

ミ 

と
ろ
で
あ
る
が

.
使
用
價
他
又
は
效
用
が

.：單
に
價
値
の
創
出
诚
は
货
現
の
前
提
た
る
に
止
ま
る
こ

^
も
、
勞
働
配
分
法
則
の
上
に
立 

つ
て
と
そ
初
め
て
了
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
吝

o

さ
て
五
1
!人
は
以
上
に
於
.て
彼
の
，：1
:然
法
則
が
資
本
制
社
會
杧
於
い
て
取
る
歷
史
的
形
態
と
し
て
の
，マ
ル
.ク
ス
ー
價
値
概
念
を
展
開
し
て 

來
た
が
、
資
本
論
pi
頭
の
商
品
分
析
が
斯
か
る
觀
點
よ
A
趣
解
さ
る
ベ
き
こ
，と
は
一
•ム
ふ
ま
で
も
な
い
。
胃
頭
商
品
分
析
の
方
法
論
的
諸 

問
題
に
船
集
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
'批
評
家
の
論
雛
點
の
.多
く
も
、
前
述
せ
る
マ
ル
ク
ス
の
問
題
提
起
の
仕
方
の
特
異
性
、
從
つ
て
彼
れ
の 

佤
値
概
念
の
#
質
の
下
に
照
し
合
せ
て
考
察
す
^
時
、
初
め
て
そ
の
解
答
が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
は
れ
る
0
即
ち
何
故
マ
ル
ク
ス
は
商 

c
m分
析
を
以
つ
て
彼
れ
の
經
濟
學
を
.始
め
各
の
で
あ
る
か
、
.如
何
な
る
觀
點
よ
り
彼
れ
は
勞
働
生
產
物
の
價
値
形
態
を
問
題
と
す
る
の 

で
あ
る
か
、
こ
の
理
解
は
胃
頭
商
^
分
析
の
諸
問
題
に
と
つ
て
、
そ
の
解
決
の
爲
め
の
缺
く
可
か
ら
ざ
る
前
提
で
あ
る
。
胃
頭
の
商
品 

分
析
を
以
つ
て
旣
宛
の
結
論
を
論
證
せ
ん
が
爲
め
の
純
形
式
的
■•後
思
案
的
な
論
理
的
操
作
と
な
す
が
如
き
疑
問
i

一
八)

も

，
か

、
る 

前
提
の
下
に
解
き
得
も
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
以
上
述
べ
來
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
吾
人
は
と
れ
ち
諸
問
題
を
取
扱
ふ
べ
き
用
意 

を
有
し
て
f

 

4以
下
、
こ
の
巣
の
下
S

頭
商
蓉
析
の
籠
題
に
就
い
て
能
ふ
限
り
の
.解
釋
を
試
み
よ
ぅ
。
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资
本
論
綴
.

Q

商
品
分
析
に
於
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
何
故
そ
の
對
象
を
勞
働
生
產
物
と
し
て
の
商
品
に
の
み
限
つ
た
の
で
あ
ら
ぅ
か
。 

^

丨
ム*

ハ
ヴ
/

ク
が
こ
の
限
定
を
以
て
、
旣
知
の
結
論
，を
導
か
ん
が
爲
め
に
豫
.め
用
.意
せ
ら
れ
た
方
法
論
的
カ
ラ
ク
リ
と
な
し 

て
以
涞
、
と
の
問
題
は
マ
ル
ク
ス
批
評
家
に
よ
り
常
に
_採
り
上
げ
ら
れ
、
マ
ル
ク
ス
の
方
法
論
的
缺
陷
の
一
つ
と
し
て
攻
_
さ
れ
て
來 

费
I

値
說
の
跻
I 

I 

(

5
0

三)
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:、
：

然
し
乍
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
問
題
提
起
の
特
異
性
、
資
本
論
め
出
發
點
に
骰
か
れ
た
商
品
分
析
の
有
つ
意
義
を
旣
に
詳
細
に
論
究
し
た 

哲
人
に
は
此
問
題
の
解
決
は
旣
に
與
へ
ら
れ
て
.ゐ
る
窖
で
あ
る
。，
,

一
見
、
物
と
物
と
の
關
係
に
過
ぎ
な
い
商
品
交
換
が
、
社
會
的
關
係
を
對
象
と
す
る
マ
ル
ク
ス
經
濟
學
に
.於
い
て
問
題
と
さ
れ
、
而 

も
そ
れ
の
出
發
點「

に
ま
で
な
さ
れ
て
ゐ
る
所
以
は
、
交
換
關
係
て
ふ
物
的
關
係
が
、
畢
盘
商
品
生
產
激
の
社
#
的
聯
絡
の
物
的
外
皮
に 

外
な
ら
ず
、
そ
れ
，を
通
じ
て
彼
等
の
私
的
勞
働
が
相
互
に
結
ば
れ
て
见
會
的
勞
働
と
な
り
、
社
#
的
平
等
勞
働
と
な
り
、
II
ら
に
、
こ 

れ
が
社
#
的
欲
望
に
向
つ
て
比
例
的
に
配
分
さ
れ
'る
と
.い
ふ
こ
と
"
換
言
す
れ
ば
、
交
揽
關
係
は
社
#
的
生
產
諸
關
係
を
赏
く 
A

然
法 

則
が
今
m
め
社
龠
で
採
る
歷
史
形
態
に
外
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
、
の
ぅ
ち
に
#
す
る
P
商
品
交
換
の
本
|:——

そ
の
社
#
的
意
義
も 

亦
茲
に
存
す
る
も
の
と
沄
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
交
換
關
係
の
意
義
を
か
、
る
點
に
求
め
.、
か
卜
る
觀
點
.の
下
に
、
商
品
也
産
を
賞
くC

在 

法
训
を
求
め
て
商
品
分
析
を
行
ふ
マ
ル
ク
ス
が
、
先
づ
勞
働
坐
產
物
と
し
て
の
商
品
を
問
題
.と
せ
る
は
常
然
で
あ
る
9
勞
働
生
產
物
の 

交
換
關
係
は
戡
礎
的
•
支
配
的
で
：あ
つ
て
、
非
勞
働
生
產
物
の
交
換
は
派
生
的
.で
あ
る
。
蓋
し
、
彼
れ
が
對
象
と
し
て
求
め
た
、
商
品 

坐
產
社
俞
の
内
的
聯
絡
、
そ
れ
を
贳
く
^
然
法
則
は
勞
働
生
齑
物
の
社
會
關
係
の
中
に
の
み
見
州
さ
れ
る
か
ら
で
ざ
る
^
勞
働
坐
產
物 

と
し
て
の
商
品
を
现
解
せ
ず
ん
ば
商
品
生
鹿
社
會
の
本
質
は
现
解
さ
れ
ず
、
非
努
働
生
產
物
と
し
て
の
商
品
も
理
獬
さ
れ
な
い
。
而
も
、
 

:

非
勞
働
生
産
物
と
し
て
の
商
品
を
理
解
せ
ず
と
も
、
前
者
は
獨
立
に
理
解
さ
れ
ぅ
る
の
，で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
批
判
#
が
好
ん
で
例
證
す 

.る
土
地
の
相
格
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
る
も
、
地
價
は
地
代
を
前
提
と
し
て
始
め
て
理
解
さ
れ
る
が
：
資
本
制
的
地
代
は
资
本
を
前
提
と 

せ
ず
ん
ば
现
解
さ
れ
ず
、
资
本
の
論
理
的
：•
歷
史
的
前
提
は
前
述
せ
る
如
べ
勞
働
生
產
物
の
谪
品
形
態
に
外
な
ふ
な
い
。
傲
に
、‘:±
地 

の
惯
格(

土
地
に
は
惯
値
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
價
格
と
云
ふ
の
も
無
理
た
表
現
で
あ
る
が)

は
勞
働
生
産
物
の
债
俯
形
態
の
分
析
ょ

丨1
小
得
ら
れ
た
愤
俽
法
則
の
展
間
を
待
つ
て
始
め
て
理
解
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

.

マ
ル
.ク
ス
は
、
夙
に
、
リ
ヵ
ア
ド
オ
惯
飢
論
に
集
小
さ
れ
た
諸
批
^
中
の
此
問
题
を
拔
り
十
け
て
次
の
勿
く
リ
べ
て
ゐ
る
。『

2取

.«
-

の
、
そ
し
て
一
见
设
も
遛
實
ら
し
い
異
論
は
、#=

通
の
や
ぅ
に
奇
妙
な
實
例
の
形
式
で
提
出
さ
へ
し
な
け
れ
ば
、
次Q

如
く
で
あ
る
。

右
し
交
換
價
値
が
或
商
n
rl
l

llc

含
ま
る
ゝ
勞
働
時
|1
1

1

に
外
な
ら
な
.

い
-̂

ら
ば
、
何
等
の
勞
働
を
も今

：：

ま
な
い
商
品
は
釘
何
に
し
て
交
換
仪

値
を
^
し
得
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
何
處
か
ら
眾
な
るe

然
力
の
交
換
價
値
は
坐
ず
る
か
？

こ
の
問
題
は
地
代
論
に
於
て
解
決
せ
ら

れ
る
^'
:
t:0

)

地
代
論
に
於
け
る
彼
れ
.の
解
答
を
、
略
述
す
れ
ば
次
の
妯
く
で
あ
る
。
向
然
九
は
偾
値
を
生
み
ぅ
る
か
。
杏
、
內
然

力
は
、
坐
產
の
不
可
缺
の
耍
件
と
し
て
、
惯
値
创
出
の
前
提
で
は
あ
る
が
、
惯
値
創
出
の
'源
枭
で
は
な
い
。
そ
れ
は
憤
俯
创
出
の
不
可

缺
の
前
描
で
あ
-り
、
而
も
^
坐
產
さ
れ
得
ぬ
が
故
に
、
そ
の
ぶ
有
は
そ
の
使
刖
を
制
限
し
ぅ
る
カ
と
な
り
、
と
の
こ
と
に
ょ
つ
て
，11然

カ
を
前
描
と
し
て
削
川
さ
れ
た
愤
値
の
.

一.
部
を
，|-:
1

己
に
分
.配
せ
し
む
る
カ
を
持
つ
に
到
る
の
で
あ
る
。
從
つ

p

 

土
地
所
荷
權
は
.決
し
て

働
做
を
坐
み
出
す
も
の
で
は
な
く
、
價
値
を
地
代
と
云
ふ
形
態
で
歸
屬
ぜ
し
む
る
耍
因
た
^
に
過
ぎ
ぬ
ヴ
1 ^
然
カ
は
何
等
惯
値
を
有
だ

ぬ
。
俳
し
そ
の
肺
布
は
か
く
し
て
债
做
分
配
の
涼
_
と
な
み
が
故
に
、
地
代
の
資
本
化
に
ょ
つ
て
箅
出
さ
れ
た
幻
想
的
;ft
格
を
も
つ
。

即
ち
ゝ
“
然
カ
む
背
微
に
あ
る
現
實
的
な
經
濟
關
係
が
ノ
か〜

る
惯
抓
を
有
た
せ
る
の
で
叔
る
。

<

1

^

カ
は
愤
#

を
生
ま
ず
、
ま
た
そ
れ
自
身
惯
侦
で
も
细
.

い
と
い
ふ
极
木
法
切
.

は
以
上
展
|}
|

-

し
'3

|
<
.
れ

る

マ
ル
ク

ス

竹

促

概

念

，
ょ

り

し

.

て」

當
然
の
歸
結
で
あ
る
。

黏
一
一
九 
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A
ぎ
にc£

題
と
な
る
點
は
マ
ル
ク
ス
の
等
價
交
換
の
前
提
で
あ
る
。
.ポ
K1.

ム
•
バ
ヴ
I
ル
.
.ク
は
と
れ
を
.以
つ
て
、『

古
い
頃
鎖
赞
^

 ̂

pf
學
的
な
理
論』

で
あ
る
と
な
し
、
近
^
!經
濟
學
盏
は
か
4

說
の
支
持
し
難
き
事
を
一
般
に
認
め
て
ゐ
る
、
蓋
し
等
價
物
間
に
は
か 

へ
つ
て
交
換
は
起
ら
ぬ
、
寧
ろ
均
衡
の
破
れ
る
所
、11

物
即
に
何
等
か
Q

_
 

と

論
じ
.て
ゐ
る
、註11:

一〕

。

小
泉
.敎
授
は
、
資
本
論
笫
ー
卷
の
等
價
交
換
の
前
提
の
下
に
立
つ
勞
，働
價
値
說
論
證
方
法
は
第
三
卷
平
均
叫 

淑
及
び
生
/^
愤
格
說
と
は
全
く
相
容
れ
ぬ
も
の
で
.あ
つ
て
、
ボ
ー
卷
商
品
分
析
に
關
す
‘る
マ
ル
ク
シ
ス
ト
EO
種
々
な
る
辯
謹
的
^
釋
は 

何
れ
も
此
の
矛
原
の
解
釋
た
り
得
な
い
と
批
評
せ
ら
れ
る
s
 

H

1

C
o 

.

1

一
木
敎
授
は
等
價
交
換
の
前
提
は
無
論
證
的
で
あ
る
と
難
じ 

S
 
.一一
 

3
、

高
田
敎
授
は
交
換
比
率
が
勢
力
關
係
に
ょ
0.
觉
ま
る
こ
と
を
說
い
て
V
齧
交
換
の
前
隄
V
無
論
證
に
し
.て
、
.た
で
の
.斷 

5L
に
す
ぎ
ざ
る
こ
i
を
論
じ：

か
、
る
共
®
物
を
否
認
し
て
而
.も
交
換
比
例
の
成
立
を
說
：明
す
る
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
學
派
の
功
續
に
論
及
し 

て
忉
ら
れ
るC

註
，

1

一一四W

O

,

小
泉
敎
授
ぬ
批
評
は
生
康
懷
格
の
問
題
を
中
心
と
す
る
が
故
に
本
節
で
は
觸
れ
ず
、
.
ロ

ザ

ン
ヌ
學
派
の
所
說 

の
吟
味
は
筆
異
未
.だ
こ
れ
を
な
す
素
養
を
有
た
ぬ
。
故
に
以
下
に
於
い
，て
ば
、
ボH

1

‘ム
，の
論
點
を
中
心
と
し
て
等
質
交
興
の
前
提
を 

涔
察
し
て
み
ょ
ぅ
。 

, 

•

ボ
*
丨
ム
が
等
倒
な
る
場
合
に
は
交
換
は
起
ら
ず
、
不
等
懷
ひ
場
合
、
優
劣
.の
#
す
る
場
.合
に
の
み
交
換
は
行
は
れ
る
と
运
ふ
#
、
.

彼
れ
の
意
味
す
る
等
價
、
不
等
價
と
は
限
坭
效
用
學
派
の
立
'場
ょ
り
藤
釋
さ
，れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。‘
即
ち
、
交
換
常
事
者
が
、
己 

れ
の
布
す
る
も
の
と
相
手
方
の
財
貨
と
の
問
に
效
用
の
不
等
を
認
め
ざ
る
限
り
、
換
言
す
れ
ば
相
手
方
の
財
貨
に
J：
"
い
多
く
の
效
用
を
、
 

認
め
ざ
る
限
り
交
管
行
は
ぬ
秦
ふ
自
明Q

g

を
物
語
る
に
過
ぎ
な5

。

生
觀
的
效
叫
の
意
味H

於
け
票
價
•
茶

®
を
問
題
と

す
る
服
り
、
ボ"

1
ム
の
：云
ふ
こ
と
は
認
む
べ
き
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
と
て
も
こ
れ
を
否
宛
す
る
も
の
で
は
な
い
9

^
ろ
マ
ル
ク
ス
は 

交
換
の
前
提
倐
件
と
し
て
交
換
さ
る
、
ニ
商
品
の
使
用
惯
値
が
質
的
に
相
違
す
べ
き
こ
と
、
並
び
に
生
産
#
に
と
つ
て
は
彼
れ
の
商
品 

は
非
使
用
惯
値
で
あ
り
相
手
方
に
と
つ
て
は
使
用
價
値
た
る
べ
き
こ
と
を
擧
げ
て
ゐ
る
。
若
し
さ
う
で
な
け
れ
ば
生
產
渚
は
彼
れ
の
商 

品
を
市
場
に
持
ち
來
た
し
は
せ
ぬ
か
ら
で
あ
る
0
彼
れ
に
と
つ
て
そ
れ
が
直
接
に
使
用
愼
値
を
持
つ
の
は
、
交
換
憤
値
の
擔
ひ
手
で
あ 

0
從
つ
て
交
換
手
段
で
あ
る
か
ら
に
過
ぎ
ぬ(

註
三
五
.
0 

〉

マ
ル
ク
ス
は
か
く
述
べ
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
寧
ろ
ボ
.
丨
ム
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
徹
底
せ
し
め
自
家
用
品
の
過
剩
を
偶
然
的
に
交 

換
に
齎
ら
す
未
發
展
の
商
品
生
產
で
は
な
く
、
初
め
か
ら
生
産
物
を
商
品
と
し
て
生
產
す
る
商
品
生
產
者
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ 

る 
o
 

- 

■ 

' 

* 

. 

.
.
.

 

. 

■ 

, 

' 

-

此
點
は
主
觀
的
評
價
と
领
値
と
の
關
係
に
關
す
る
マ
ル
ク
ス
.の
觀
鄭
に
明
ら
か
.に
現
は
れ
る
0
:マ
ル
ク
ス
に
と
つ
て
は
、
交
換
當
.事 

者
の
主
觀
的
評
债
が
交
換
比
率
の
決
宛
に
參
加
し
た
の
は
、
軍
に
商
品
交
換
の
勝
、
即
ち
上
畠
め
過
剩
生
產
物
を
交
換
に
齎
す
偶
然
的 

場
合
.に
限
ら
れ
る
。
か
、
る
偶
然
的
場
合
に
は『

そ
れ
ら
の
物
は
、
と
れ
を
相
互
に
讓
波
.せ
ん
と
す
る
？
そ
の
所
有
者
の
'意
志
行
爲
に 

ょ
.つ
て
交
換
さ
れ
う
る
の
で
あ
.る
°
か
く
す
る
う
ち
に
、
他
人
の
所
有
す
る
使
用
對
象
に
對
す
る
紙
望
が
、.次
第
に
確
立
し
て
來
る
.0 

交
換
の
絕
ぇ
ざ
る
反
镫
は
そ
れ
を
ー
の
規
則
正
し
き
社
會
過
程
と
な
す
。
だ
か
ら
時
の
經
過
.に
つ
れ
て
•
勞
働
生
産
物
の
少
く
と
も
一 

部
分
は
交
換
のE

的
.に
供
ず
る
こ
と
を
豫
宛
し
て
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
.な
く
な
る
。
こ
の
臃
間
か
ら
、

一
方
に
お
い
て
ば
r
直
接
の
欲 

望
に
應
ず
る
た
.め
の
有
用
性
と
、
交
換
の
た
め
の
そ
の
物
と
.の
有
用
性
.と
の
分
_
が
確
立
す
る
。
そ
の
使
阳
價
値
は
そ
め
交
換
惯
値
扒 

ら
分
離
す
る
。
，他
方
•に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
.物
の
交
換
せ
ら
る
、
贵
的
比
率
が
、
ぞ
れ
ら
■の
物
の
生
產
自
體
に
依
作
す
る
や
う
に
な 

る
。
慣
習
は
そ
れ
ら
の
物
を
へ
一
由
の
價
値Q

大
き
さ
た
ら
し
め
.る
o』

§

點
细
.者
.
-替
一
六>::, r

J

勞

做

價

値

說

，
の
.諸

^

掛 

I

O

S.
(
一

三
O'
七)



’ 

勞
働
價
値
說
の
諸
間
題 

1
0四

(一

三
ひ
八)

.'
•
•
.
^
ル
タ
■，ス
パ
が
商
品
分
析
に
於
い
て
對
象
と
せ
し
も
の
は
"
商
品
交
«
の
初
期
に
於
け
.る
偶
然
的
な
交
換
で
は
な
く
、
交
換
が『

一
の 

規
則
瓜
し
ぎ
社
#
過
程』

と
な
りC

交
換
比
率
が
;#
篇
者
の
嚏
骤
的
1
龙
行
爲
に
侬
名
^

^
適
是
れ
自
體
に
ょ
り
、
：
人
出
の
意
識
ょ 

h
獨
立
1>
た
社
#
的
過
.程
に
ょ
り
、
決
.
.>1£
さ
れ
る
ま
で
に

發
展
し
た
段
階
で
あ
る

o
,從
つ
て
、
，此
場
合
に
は
、
需
給
作
用
に
ょ
る
動
搖 

は
勿
論
#
す
る
が
、；
交
換
比
率
は
坐
産
自
體
に
依
存
ず
る
必
然
的
な
、v

規
則
疋
し
き
客
觀
的
比
例
に
歸
す
る
に
到
る
。
か
、
る
狀
態
の 

,
 

說
明
に
被
^
ュ
1
ム
の
：现
論
で
は
|!
1
1に
合
は
ぶ
4
令
る
と
^
に
>

マ
.ル

ク
ス
の
.理
論
が
そ
の
意
_
を
加
へ
て
來
谷
の
で
：あ
る
。

.

丨
價
俯
は
等
愤
で
あ
る
、
交
換
せ
ら
れ
る一

一
商
品
に
は
共
通
物
が
#
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
；、
蓋
し
量
的
比
較
は
質
的
統
一
を
就
提
と
し
、

『

與
れ
る
物
の
.太
き
ざ
は
"
そ
れ
ら
が
同r
單
位
に
還
元
さ
れ
た
後
、
紙
め
て
责
的
に
比
較
さ
れ
ぅ
る
も
.
0と
な
る』

：か
ら
、
と
去
ふ 

論
理
■は
今
ま
で
翁
度
び
か
論
及
し
て
來
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
單
な
る
ス
■コ
ラ
货
學
的
誕
謬
で
も
な
く
、
無
論
證
的
ア
ブ
リ
オ 

リ
で
も
な
く
、
：む
し
ろ
マ
ル
ク
ス
が
價
値
形
態
の
觀
察
か
ら
得
て
來
だ
、
經
驗
附
實
證
的
齓
提
に
外
な
ら
钇
い
。
.

V
 

憤
做
形
態
と
は
穷
働
生
產
物
の
社
#
形
態
で
あ
り
、
愤
値
の
內
容
の
現
象
形
態
で
あ
る
が
、
こ
の
現
象
形
態
こ
そ
そ
れ
を
理
解
す
る 

も
の
に
と
つ
て
は
最
も
雄
辯
に
«
値
の
性
質
を
物
語
.つ
て
ゐ
^

の
で
あ
る
ハ
き
1ー
七
.'0
資
本
論
_
頭
の
價
侦
の
實
體
及
び
大
き
さ
の
分 

祈
も
、
眾
な
る
.形
式
的
、.後
思
案
的
論
證
で
は
な
く
、
價
値
形
態
の
觀
察
に
ょ
り
認
識
せ
ら
れ
た
愤
俯
の
杓
容
の
叙
述
に
過
ぎ
な
い
。

交
換
せ
ら
る
-
一̂
ー
商
品
問
灯
共
通
物
存
在
の
.必
然
性
を
マ
ル
ク
ス
は
次
の
如
き
論
法
で
證
明
し
て
ゐ
る
。

.『 

一
■

商
品
、
例
へ
.ば

一
■

ク
オ
ー
ダ1

の
小
麥
は
、
X
量
の
靴
墨
、
y
量
の
^
、
ブ
yt
t
Q
.金
'
:約
し
て
沄
へ
ば
、

m
々
様
々
な
る
比 

例
に
於
け
る
他
の
諸
商
品
と
交
換
さ
れ
る
。
さ
れ
ば
小
.麥
は
、
堪
ー
の
交
換
價
値
の
み
を
有
.す
る
，も
の
で
は
な
く
、
.多
數
の
交
換
愤
必 

を
^
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
然
る
に
.、
>
<觉
の
.靴
墨
も
、
y
量
の
絹
も
、n

量
の
金
な
ど
も
、
.
總

べ

て

皆

，
一
.

ク
す
彳
タ
！

の
れ
麥
の
.交
.

換
愤
侦
で
あ
る
か
ら
、
2
7|
)
:
.
の
靴
堪
、.ゾ
1:
の
絹
.、.
71:
の
金
な
ど
は
交
^
に
篮
き
換
べ
得
る
と
こ
ろ
の
、.：又
ゆ
:/
/
:に
そ
の
火
さ
を
^

■ 

.

.

.

.

し
う
す
る
と
こ
ろ
の
交
換
惯
佌
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
0
そ
こ
で
笫
一
に
、
斯
う
い
ふ
結
論
が
生
じ
て
來
るo

即
ち
、
^
じ
.一
商
品
の
.有
，
 

效
な
る
各
交
換
價
敝
は
、：

一
の
等
一
物
を
沄
ひ
現
は
し
て
ゐ
る
。
第
一
.

I

に
ま
た
、
：總
じ
て
交
換
價
俯
な
る
も
の
は
、\
そ
>

,=
]
身
'と
區
別 

し
^
る
或
S
谷
の
表
象
樣
式
即
ち「

現
象
形
態」

た
り
，う
る
の
み
.で
あ
る
O
.
J
S
S
八
：}。

こ
.の
論
證
方
法
は
マ
ル
ク
ス
が
勝
手
に
考
へ 

”

1
ん
も
ヴ
-で
は
な
く『

掘
大
さ
れ
た
價
沉
形
態』

S

三
九
：

〕

！

表
式
化
す
れ
ば
、1

>
,
^
1
\2

fM
o

锻̂

n
n
.ド.
_
0擇
_

或
は 

"
yNO
o
溢

M

^
i'
n

z

^

o

^
等
々—

丨
の
物
，語
る
と
_こ
ろ
.を
叙
述
し
た
に
過
ぎ
な
い
。『

擴
大
さ
_れ
た
る
惯
は
ほ
1^
C

お
い
て
は 

I

ク
ォ
ー
タ
ー
の
小
麥
の
價
値
は
、
乂|麗
の
靴
墨
、
y

#の
絹
、；N

量
の
金
等
々
と
い
ふ
が
如
き
：商
：品
#
兆
の
他
の
無
數
の
要
.素
に
表 

現
さ
，れ
る
こ
と
に
ょ
り
、
そ
れ
が
そ
の

.现
象
'1
他
た
る
無
數
の
.使
;1
]
價
俽
の
特
殊
性
ょ
り
は
獨
立
^
た
•
而
も
無
數
の
商
品
が
等
じ
く 

有
す
る
と
こ
ろ
の
共
通
物
、
等
一
物
た
る
こ
と
を
晋
人
に
知
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
，既
述
せ
る
如
く
、
價
値
形
追
5の
發
展
は
、『

筒
4 1」

ょ 

.る
•
單
一
な
る
•
ま
衣
偶
然
的
な
る
價
俽
形
態

』『

總

體

的

の•
ま
た
は
搬
火
さ
れ
た
る
•
價
値
形
態

』
『

.一
般
的
價
値
形
態』

f

貨
幣

 ̂

態』

の
順
^
を
採
る
も
の
.で
あ
る
が
、
こ
の
發
展
は
、
そ
の
形
態
の
#
後
に
隱
さ
れ
た
る
.價
値
の
：性
質
を
、
次
第
に
{元
全
に
表
現
し
て 

行

く

蟹

で

あ

，
る
0

最
も
{元
全
に
.價
俯
の
性
質
に
つ
い
て
物
語
る
も
の
は
貨
幣
形
態
：で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
.商
品
分
析
I

れ
に
つ
い 

て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
.と
れ
は
本
質
的
に
は
.

『

一：

般
的
價
値
形
態
.

』
.

に
等
し
.い
：も
の
で
あ
る
.か
ら

、

菩
入
は『

一
般
的
價
値
形

態』C註
！！C

0

の
：表
，现
す
る
>
こ
ろ
に
從
つ
て
共
通
物
の
.必
然
性
を
考
察
し
ょ
う
。

”
皎
的
價
値
形
態
を
表
武
化
す
れ
ば

1
1
_
0
辦

:

n
j 

.
 

,
 

•

i

o

m

M

 

=
j
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'
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:
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勞
働
別
値
說
ぬ
諸
間
妞 

• 

ー
0
六
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一

三1
0
〕

现
gaA 

='

‘ 

.

-

f

 

 ̂

H
- 

.
:

::
'

.

'

■

K

'

■ 

二
般
的
•
相
對
的
價
値
形
態
..に
於
け
る
諸
商
品
"

U量
の
茶
、
V
量
の
珈
琲
、
W
量
の
鐵 

>
:等
々
は
、
た
V
一
 

っ
の
商
品
、

一
ク

*

'

1
タ
ー
の
小
麥(

1
.
,
般
的
等
價
商
品)

に
依
つ
て
そ
の
價
値
を
統
ー
的
に
表
現
す
る
。
が
く
す
る
こ
と
忆
ょ
り
.

'

. 

(

一，

)

'
各
商
品
.の
價
値
は
、
そ
れ
自
身
.の
使
用
價
値
と
區
別
さ
れ
る
ば
か
り
.で
な
<
•>
あ
ら
ゆ
る
使
用
慣
値
と
.區
別
さ
れ
る
。

0

 0

總
て
の
商
品
は
價
値
を
小
麥
と
い
ふ
一
商
品
に
共
同
的
に
表
現
ず
る
と
と
.に
ょ
り
、
懷
値
と
し
.て
は
彼
等
は
互
，に
等
質
.な
る 

こ
と
、
.彼
等
の
ぅ
ち
に
，'は
共
通
物
の
存
す
る
こ
と
を
.示
す
の
で
.あ
る
.。

•

(

三)

總
て
の
商
品
は
、
单
に
質
的
に
平
等
な
も
の
と
し
て
.現
は
れ
る
ば
か
り
で
.な
く
、
同
時
に
ま
た
；
彼
等
の
價
値
の
火
き
さ
を 

ー
俩
同
一
の
材
料
。
小
麥
に
映
す
が
ゆ
幺
に
、
量
的
に
比
較
さ
れ
ぅ
る
も
.の
と
し
て
現
.は
れ
る
？
即
ち
同
一
：
.單
位
に
還
元
さ
れ
る
の
で 

あ
る
。 

'
'

價
値
が
何
故
等
質
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
.ぬ
か
，
商
品
交
換
が
行
は
れ
る
爲
め
に
は
、
.何
故
、
實
的
統 

一
•
共
通
5
¥位
へ
の
還
元
，が
爲 

.

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
の
問
題
は
、
價
値
形
態
は
何
故
に
、
商
品
世
界
の
各
商
品
が1

個
同
一
の
商
品
に
そ
の
價
値
を
表
現
す
る
と
こ
ろ 

の
一
般
的
價
他
形
態
、
貨
幣
形
態
に
ま
で
發
展
せ
ね
，ば
な
ら
な
か
っ
た
か
の
問
題
の
解
決
.に
ょ
り
答
へ
：
ら
れ
る
。

.貨
幣
の
.
必
然
性
は
交 

換
せ
ら
れ
る
も
の
、
質
的
統
一
の
必
然
性
を
示
す
に
外
^.
ら
な
いo

諸
商
^
は
そ
の
價
値
を
貨
幣
に
於
い
て
ぽ
ー
的
に
表
現
せ
ざ
る
限 

h
v
,
-貨
幣
形
態
に
ま
.で
發
展
せ
ざ
る
眼
り
-

—

全
面
.的
交
換
可
能
性
を
獲
る
こ
と
が
出
來
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
、
商
品
交
換
が
行
は
れ 

• 

る
爲
め
に
は
質
的
統
一
、
共
通
單
位
へ
の
還
元
が
前
提
さ
れ
る
と
一
：へ
ふ
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
：で
あ
る
。
故
に
等
價
交
換
の
命
題
は
、
 

何
等
先
験
的
無
論
證
的
前
提
で
は
な
く
、
價
値
の
表
現
形
態
よ
り
看
取
せ
ら
れ
た
實
證
的
前
提
に
外
な
ら
ぬ
。
而
し
て
資
本
論
筒
頭
の
'

分
析
も
ま
た
、
憤
値
形
態
の
物
語
る
と
こ
ろ
を
®
間
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ぬ
o
從
つ
て
、
共
倘
所
に
於
い
て
取
汲
は
れ
る1

々
4

丨
0
、/命

H

2

V

B

:

/

 

h 

t

r

o

s

と
袞
ふ
方
程
式
は
、
價
値
形
態
の
.端
初
を
形
成
す
る『

簡
單
な
る
、
單
ー
な
る
、
ま
た
偶
然
的
な

る
價
他
开
態』

で
は
な
く『

--
般
：

g;

恨
侃
形
態』

を
分
解
し
て
得
ら
れ
る
無
數
の
方
程
式
中
の
ー
個
と
し
て
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
盖

.し
前
諸
は
憤
仙Q

件
質
を
殆
ん
ど
表
現
し
得
ぬ
も
の
で
あ
，る
の
に
反
し
、
後
者
は
そ
れ
の
最
も
{元
全
な
表
現
杉
笼
で
あ
る
か
ら
e
あ 

る
0

,

マ
ル
ク
ス
の
共
通
物
#
在
の
必
然
性
の
論
證
は

、(

一.

)

■
給
作
用
に
よ
る
市
場
債
格
の
偶
然
的
動
搖
及
び
、(

ニ)

利
潤
率
平
均
作

用 

に
よ
る
生
產
價
格
化
、
の
ニ
重
の
捨
象
の
下
に
爲
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
旣
に
屢
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
叙
.述
に
は- 

殊
に
第
.ー
の
捨
象
を
_
考
に
見
失
は
し
む
る
が
如
き
個
所
が
あ
.る
0
,:

:

、r

交
換
價
値
は
先
づ
、
.あ
る
種
の
使
用
價
俯
が
他
の
稱
の
使
用
價
値
1C
對
し
て
交
換
せ
；ら
，れ
る
.量
的
關
係——

比
例
と
し
て
、
ヤ
か 

は

ち

時

と

所

と

の

靈

す

る

、に
つ
れ
て
絕
ぇ
ず
變
觅
す
る

.
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品
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內
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な
内
在
的
な
交
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と
い
ふ
こ
と
は
、
そ
れ
ゆ
A
に
一
の
矛
盾
で
あ
る
か
に
思
は
れ
る
。
吾
々
は
こ
の
問
題
を
I
つ
と
立
ち
.
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此

敘

述

：

に
於
い
：で
は
S

か
气

象
な
き
有
り
の
飯
の
現
象
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
こ
れ
に
續
く『

擴
大
さ
れ
た
.價
値
形
態』

に
よ
る
共
通
物
•

s

.t
o
^
證
は 

偶
然
的
動
搖
の
霞
の
上
に
立
'つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
此
の
兩
文
の
間
に
何
等
，
こ
の
捨
象
の
斷
り
普
き
は
释
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
卜
故
に 

吾
人
は
#
々
に
し
て
、
：で
の
兩
文
に
續
く
叙
述
に
於
け
る
、
ド

^
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鹚
な
る
商
品
交
換
の
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程
式
を
、
動
播
し
て
II
-
.ま
ぬ
交
換
比
率
の
中
の
一
つ
を
取
り
出
し
て
論
じ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
凄
解
釋
を
下
す
。
そ
こ
で
こ
れ 

が
'マ
み
ク
ス
批
評
家
の
論
難
點Q
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っ
に
さ
へ
な
る
の
で
あ
る
o
.誤
解
の
.責
任
の
—'
,
部
は
マ
ル
.ク
ス
の
叙
述
に
存
す
る
が
、
吾
人
は
前 

.

勞
働
m
値
說
の
諸
叫
遛 

^
^
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個
所
は
マ
：ル
ク
ス
が
そ
の
表
現
に
祁
だ
泞
心
せ
る
も
の
.

ト
如
く
各
版
失

.々

表
現
の
仕
方
が
興
る
。
然
し
‘

尔
ら
何
れ
も
論
.
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, 

.

及
び
論
_

方
法
は
冏
じ
で
あ
る
。
钱
に
は
此
個
所
の
叙
述
.

が
最
も
詳
し
'

い
エ.

ン
.ゲ
ル
ス
阪
を
引
川
し
た
が
他
の
版
ぶ
も
參
照
地
ら
れ

た
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反
換
さ
る
!,1

一
涪
ロ
m
沿
の
共
通
物
存
往
の
必
然
性
を
論
證
し
た
マ
ル
ク
ス
は
、
更
ら
に
そ
の
分
析
を
進
め
、て
共
通
物
と
は
何
か
 ̂
0 

差
を
拾
象
し
た
揚
合
後
に
殘
る
等
質
物
と
は
一
體
何
で
あ
る
か
を
追
求
し
、
杣
象
的
人
間
勞
働
に
到
達
す
る
。
こ
の
所
謂
蒸
棚
過
奮
4 

對
し
て
マ
ル
ク
ス
攻
擊
は
集
中
さ
れ
る
。
ボ
K

'

i

,共
賴
と
し
.て
杣
象
的
人
嬰
働
を
抽
出
す
る
マ
ル
ク
ス
の
論
法
に
は
、
た 

V
の
'
片
も
嵇
極
的
證
明
が
見
出
さ
れ
な
い
、
こ
の
杣
/-
f
.
i
方
法
と
同
一
の
權
利
を
以
っ
て
吾
人
は
使
用
憤
値
一
般
、
更
ら
に
は
他
の
多 

く
の
共
通
？
！質
を
も
交
換
財
の
共
通
物
と
し
て
杣
出
し
ぅ
る
と
論
じ
、
價
俯
と
努
働
と
の
必
然
的
關
聯
の
證
明
の
無
力
を
難
じ
て
ゐ
る 

S

四1
〕

。
此
點
に
關
す
る
諸
批
評
家
の
マ
ル
ク
ス
攻
擊
も
概
ね
ボ
ェ
i

の
所
論
と
，其
軸
を
.一
に
す
る
も
の
で
あ
る
0
.

資
本
論
貨
頭
に
於
け
る
使
用
惯
値
規
宛
ょ
り
す
れ
ば
"
使
用
價
値
ー
'般
が
問
題
と
な
り
得
'る
こ
と
は
一
其
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
マ
ル
ク 

ス
が
、
か
、
る
使
川
惯
値
の
み
な
ら
ず
、更
ら
'に
質
湛
を
捨
象
し
た
社
會
的
欲
望
一
般
、社
會
的
效
用
を
も
取
敗
は
ざ
る
心
得
な
か
っ
た 

:,
"

,
は
前
述
せ
る
と
こ
ろ
で
ぁ
る
。
故
に
筆
者
社
マ
ル
ク
ス
の
所
謂
蒸
滞
方
法
の
場
合
、
4
"、L

か
£

い
寥
い
が
擎
い
f :
? 

限
り
、社
會
的
效
/I
J
の
殘
溜
す
る
こ
と
は
必
然
的
で
あ
る
と
思
ぶ
。
然
し
乍
ら
本
節
八
亿
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
.と
司 

一Q

现
由
に
某
：き
、
 

商
品
分
祈Q

前
f

濯
す
る
限
り
、
勞
.働Q

み
が
問
題
1

.

0他Q

共

糧

.，の
，f

ら
れ
な
か
っ
た
所
以
も
了
解
さ
れ
る
も
の
と

狂 

ふ
。

： 

'

マ
ル
ク
ス
は
资
本
制
生
.產
諸
關
係
の
特
f

自
然
法
則
の
，歷
史
形
態
を
追
求
し
て
、
と
れ
を
勞
働
坐
淹
物
の
惯
値
形
態
わ
ぅ
ら
に
風 

川
し
、
か
、
る
前
提
の
，下
に
商
品
の
分
析
を
行
っ
た
の
で
.あ
る
。
故
に
、
彼
れ
，が
商
：

111
[
|交
換
の
ぅ
ち
に
求
め
た
も
の
は
、：
人
と
人
と
の 

M
含
的
綠
係
、
私
的
^
働
の
社
會
的
聯
絡
、
に
外
た
ら
.な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
道
般
の
.事
惝
は
既
に
訪
論
せ
し
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
此 

處
に
繰
り
返
へ
す
の
煩
を
避
け
る
が
、

t

る
前
提
の
卞
に
.於
い
て
$
み
、
努
働
以
外
の
一
切
の
共
通
性
は
題
の
翁
に
驅
f

ら 

勞
働
馏
S

の
諸
間
題 

5
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れ
て
、
社
會
的
實
體
“
社
會
的
.勞
働
の
み
が
抽
出
せ
ら
れ
た
の
.で
あ
る
。.•
商
品
分
析
が
か
、
る
前
提
；の
卞
に

.な
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
 

始
め
て
、
勞
働
と
價
値
と
は
必
然
的
關
聯
を
有
し
て
來
る
。 

.

...『

經
濟
學
批
判』
並
び
に『

資
本
論』

初
版
に
於S

て
は
、
マ
ル
ク
ス
の
.上
述
の
意
圖
が
比
較
的
容
易
に
窺
ひ
得
る
。H

ン
ゲ
ル
ス
版 

並
び
に
平
泯
版
が
、
交
換
せ
ら
れ
る一

1

商
品
間
の
共
通
物
と
し
て
勞
働
生
産
物
.と
沄
ふ
屬
性
を
抽
出
し
、
更
ら
に
、
.勞
働
の
'質
差
を
捨 

象
し
て
杣
象
的人

！！

努
働
を
殘
溜
せ
し
め
、
問
題
の
蒸
溜
方
法
を
行
ふ
個
所
に
、
資
本
論
初
版
に
於
い
て
は
次
の
一
文
が
置
か
れ
て
あ

る
。 
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だ
.か
ら
諸
商
品
.は
、
そ
れ
ら
の
交
換
關
係
か
ら
、
あ
る
ひ
は
そ
れ
ら
が
如
伽
價
値
と
し
て
撕
か
如
如
と
こ
ろ
の
伽
き
か
ち
*獨
立
に 

先
つ
愤
俯
そ
の
も
の
と
し
て
觀
察
さ
る
べ
き
で
あ
る
？..
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使
州
對
象
あ
る
ひ
は
財
と
し
て
は
、
諸
商
品
は
物
&
^°
nic

作
0̂
物
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
，衝

%
有
は
、
こ
れ
に
反
し
て
、
そ
れ
ら
の 

統一

を
形
成
す
る
。
こ
の
統一

が
生
れ
る
の
は
、
自
然
か
ら
で
■は
な
く
し
て
、
社
會
か
ら
ザ
が
る
。
隨
ハ
J
t

價値いてか

，̂
 

秫
々
に
顯
は
れ
る
と
こ
ろ
の
、
そ
.の
共
通
な
社
會
的
實
體
は
I

勞
働
な
る
も
の
で
あ
る
。』

{:旁
點
筆
者
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註
四
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此
論
法
に
於
い
て
は
、
先
づ
共
通
物
の
社
會
的
實
體
た
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
次
ぎ
に
勞
働
の
質
差
の
捨
象
過
程
%
經
ず
に
、
そ
の 

1眞
體
は
努
働
で
あ
る
と
述
ベ
ら
，れ
て
ゐ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
交
換
關
係
(o
'
ぅ
ち
に
人
間
の
社
會
的
聯
絡
を
求
め
、
商
品
，の
ぅ
に
社
會
的
實 

‘體
I

社
會
的
人
間
勞
働
を
求
め
て
此
分
析
を
行
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
充
分
に
親
ひ
知
ら
れ
る
。
多
く
の
共
通
性
質
は
社
#
的
實
體
た
り 

え
ざ
る
が
故
.に
捨
象
し
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。『

經
濟
學
批
判』

.に
於
い
.て
も
、
杣
象
的
人
間
勞
働
を
抽
出
す
^
前
に
、
'共
通
物
.は
；

『

社

會
的
勞
働
の
具
體
化』

で
.あ
る
と
の
生
張
が
な
さ
れ
'て
ゐ
る(
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共
通
物
が
勞
働
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
且
つ
又
社
會
的
勞
働
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
の
.論
證
は
、
商
品
分
析
の
意
義
、
そ
の
前
提
の

r
ち
に
そ
し
'
 

ダ
^

に
..は
努
便
生
產
物
の
交
換
齡
係
を
£
じ
.て
貨
徹
す
る
.•
彼
の
'3!
然
法
則
に
於
，け
る
.個
人
的
勞
做
の
轉
化
.の

4̂ 

怊
の
ぅ
ち
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

.0
質

的

統一
、

同

—
單
位
へ
の
還
元
の
必
然
性
に
關
し
て
は
、
旣
に
價
値
の
現
象
形
態
.
•
貨
幣
形 

態
ょ
り
歸
納
し
て
實
證
的
論
證
を
な
し

.た
が
、
.現
象
形
態
がU

れ
を
物
語
る
所
以
は
、
表
現
さ
る
べ
き
氍
遛
が
抽
象
的
人
間
勞
働
、
社 

舍
甲
平
均
努
侧
赞
で
あ

る
か
ら
で
あ
り
、
更
ら
に
こ
の
實
^>
が
か
\
る
特
質
を
有
す
る
所
以
.は
自
然
法
則
'疋
於
け
る
•
個
人
的
寺
殊
渗 

働
の
洒
食
^
や
等
勞
働
へ
の
還
元
0
必
.然
忉
に
求
め
ら
れ
る
.の
.で
あ
る
0
個
人
的
勞
働
は
社
會
的
勞
働
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

.t
f:
#
的 

總
勞
働
は
社
會
的
欲
望
に
向
づ
：
て
比
例
的
に
配
分
さ

.れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
而
し
て
比
例
的
配
分
の
前
提
た
る
も
の
は
側
人
的
特
殊
勞
働
の 

社
會
的
平
等
勞
働；

へ
.の
，還
元
.で
あ
る
、
こ
れ
は
坐
產
諸
關
保
を
貰
く
べ
き
自
然
法
則
で
あ
b
、
如
何
な
る
歷
史
形
態
を
も
賞
徹
す
べ
き 

も

の

で

あ

る

ノ

商

品

の

交

換

關

係

’
勞

働

生

産

物

の

價

値

形

態

は

こ

の

自

然

法

則

の

歷

史

形

態

に

外

な

ら

ぬ

ゝ

故

に

ハ

そ

れ

の

分

析

に 

於
い
て
.見
出
さ
れ
る
も
の
は
'1
社
會
的
勞
働
、
抽
象
的
人
間
勞

饊

、

社
會
的
平
均(

必
婴
I

量
.に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
.0
而
も
、
旣 

に
述
べ
た
る
如
く
、
勞
働
の
比
例
的
配
分
を
賞
く
歷
史
#
]!
と
し
て
勞
働
逄
產
物
の
價
俯
形
態
を
觀
察
す
る
時
に
は
、
共
通
物
と
し
て 

の
1
體
は
飽
ま
で
も
技
術
的
意
味
に
於
け
る
§

的
必
耍
勞
働
*
で

あ

つ

て

、
：需

要

的

意

味

に

於

け

る

撤

會

的

必

要

努

働

量

は

单

汰

る 

宵
提
た
る
.に

過

ぎ

な
い
。
此
盟
ょ
り
し
て
も

、

假
令
社
會
的
效
用
、
或
は
社
會
的
欲
擊
,—
*
般
が
、.
交
換
.せ
ら
る
、
ニ

商
品
間
の
共
通
性 

負
た
り
ぅ
る
と
は
い
へ
、

こ

れ
が
S
體
と

し
.
て
抽
出
さ
れ
ざ
る
こ

と

ほ

當
然
で
あ
名
。
.以
上
の
加
く
商
品
分
祈
を
行
ふ
場
合
の

マ
ル
ク 

ス
の
麗
意
を
汲
む
時
に
は
、
何
故
使
用
顧
値
'一
般
が
捨
象
さ
れ
て
、
抽
象
.的
人
間
勞
働
の
..み
が
殘
さ
れ
た

か
；-

は
自
ら
明
瞭
に
な
る
も 

の
と
思
は
.れ

る
■

°

課
四 

一
 

vig, E
S
h
m
.
B
a
w
e
r
k
,

 

p 

p
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.s. 
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最
後
に
极
雜
勞
働
の
取
純
勞
働
へ
の
還
元
の
尺
度
の
問
題
が
殘
る
。
.マ
ル
ク
ス
は
以
上
の
如
く
交
換
せ
ら
れ
る
一
ー
商
品
間
の
共
砠
㈣ 

を
分
析
し
て
杣
象
的
人
間
勞
働
を
得
、
か
く
し
て
，傯
俯
の
質
を
规
宛
し
：た
後
に
贝
ら
：に
そ
(0
最
の
規
免
に
迆
む
の
で
：あ
：る
亦
、
此
杣
象 

的
人
||
1
1勞
働
の
質
的
规
定
の
際
に
.起
:0
て
來
る
問
題
は
茲
に
11
ら(

に
還
元
す
べ
き
別
の
齊
差
、
即
ち
複
雜
努
■
2
:m
純
勞
働
と
.の
.區
別 

.

の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
此
問
題
に
.對
し
セ
：

(

1)

兩
者
の
；質
的
差
異
は
複
雜
勞
观
が
取
純
勞
働
の
自
乘
.又
は
倍
加
と
し
て 

粉
做
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
贽
的
装
異
に
遨
元
し
#
る
、
0
r:『

か

、
る
換
篼
丨
丨
還
冗
！

が
絕
え
ず
行
は
れ
て
ゐ
る
こ

->
は
、
經
驗
が 

1ー
小
す
、
あ
る
商
品
は
複
雜
勞
働
の
生
鹿
物
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
價
.値
は
、
そ
の
商
品
を
眾
純
勞
働
の
生
產
# J

と
同
員
の
も
の
た
ら 

し
め
、
從
づ
て
ま
た
、
そ
れ
自
身
は
軍
純
勞
働
の
”
宛
分
箭
；
を
表
示
す
る
に
す
ぎ
な
い
、
稱
々
な
る
獄
類
，の
勞
働
が
そ
の

.度
1
厚
位
と 

し
て
の
取
純
勞
働
に
還
算
せ
ら
る
、
種
々
な
る
比
例
は
、.生
産
者
の
背
後
に
お
け
る
或
る
社
會
的
過
：程
に
よ
つ
て
.確
宛
さ
れ
、
R
つ
そ 

れ
故
に
そ
れ
は
彼
等
に
と
り
惯
晋
に
よ
つ
て
與
へ
ら
た
.る
も
の
：な
る
か
に
見
え
る』

' 豸
m
§
渚
；
縣
|,
11PM)

と
述
ベ
る
の
み
で
あ
つ
て
秸 

極
的
に
還
元
の
尺
度
を
承
さ
ず
、

『

こ
の
還
元
を
支
配
す
る
諸
法
則
は
ま
だ
茲
で
.は
考
察
す
べ
き
で
は
な
い』

：飩
四
5
と
か
、『

こ
の
換
算 

が
如
何
に
し
て
規
制
さ
れ
る
か
は
、
こ
、
で
は
ど
ぅ
で
も
よ
い
こ
と
ゼ
あ
る』

(

註
四
六〕

と
云
ふ
.の
.み
.で
：あ
る
。

ボ
ュ
ー
ム
を
始
め
多
く
の
マ
ル
ク
ス
批
評
家
は
、
勞

P

M

値
說
の
致
命
的
雛
點
と
し
て
こ
，の
還
元
尺
度
の
說
明
な
卺
こ
と
を
難
じ
、

.

こ
れ
を
客
观
的
交
換
過
程
の
還
箅
に
委
ね
る
マ
ル
ク
ス
の
論
法
は
、
說
明
す
。へ
き
對
象
を
以
つ
て
そ
れ
の
論
證
た
ら
し
む
る
循
環
論
で 

あ
る
と
攻
擊
す
るC

飩
四
七〕

。 

^

然
ら
ば
複
雜
努
働
の
艰
純
勞
働
へ
の
還
元
の
尺
度
：を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
こ
と
が
、
勞
働
價
値
說
を
循
環
論
に
陷
れ
、
そ
の
致
命
的
缺

陷
.と
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
筆
#
は
旣
に
、
マ
ル
ク
ス
が
自
然
法
則
の
.必
然
蚀
よ
り
價
假
と
勞
働
と
の
必
然
的
關
聯
に
到
達
せ
る
こ 

と
を
論
じ
た
。
自
然
法
則
と
し
て
マ
ル
ク
ス
の
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
何
等
假
設
的
非
現
實
的
な
も
の
で
は
な
く
經
驗
的
赞
證
的
な 

..る
社
#
的
生
產
の
根
本
前
提
で
あ
る
。
こ
の
贳
徹
す
。へ
き
形
態
を
交
換
關
係
の
中
に
見
出
し
、
か
く
し
て
初
め
て
彼
れ
の
勞
働
價
値
說 

は
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
努
働
價
値
說
は
複
雜
勞
働
の
單
純
勞
働
へ
；の
還
元
の
尺
度
の
說
明
を
缺
く
と
も
、
そ
の
成
立
の
恥
據 

に
何
等
の
微
励
だ
に
受
け
な
い
。
社
#
的
總
勞
働
の
配
分
の
必
然
性
は
、
個
人
的
特
殊
勞
働
の
社
會
的
容
量
へ
の
•
同
一
«p
.f*
へ
co
'l 

元
を
前
提
し
、
.こ
の
過
程
は
吾
人
が
認
識
し
よ
う
が
、
し
ま
い
が
交
換
過
程
に
於
い
て
常
に
行
は
れ
て
ゐ
る
奪
あ
る
。
即
ち
彼
の
自 

然
法
則
の
貫
徹
を
必
然
的
な
り
と
す
る
服
0
複
雜
努
俲
の
珉
純
勞
働
ぺ
：の
，還
元
の
必
然
性
も
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
0
複
雜
勞
蚴
の
艰
純
勞 

働
へ
の
還
元
の
必
然
性
を
認
む
る
限
り
、
"こ
の
還
元
の
尺
度
を
說
か
ネ
に
、
■.か
ゝ
る
換
算
は
生
產
者
の
^
後
に
於
け
.る
社
會
的
超
程
に 

よ
つ
.て
絕
へ
ず
行
は
れ
て
ゐ
る
と
一
：

4

つ
た
と
こ
ろ
で
何
等
の
術
瑣
論
と
も
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。『

交
換
比
例(

從
ひ
て
價
格
も
さ
う
で
あ 

る
赞
で
あ
る
が〕

は
勞
働
iK
の
比
率
に
よ
り
て
宛
ま

る

。.
勞
働
最
の
比
；率
は
交
換
比
例
に
於
て
宛
ま
.る
。
こ
れ
だ
け
の
理
論
の
形
式
な 

ら

ば

.ダ
做
1;
と
ー
2:
.
3の
に
介
を
置
き
換
へ
.て
も
.、
.矛
盾
な
く
主
張
し

#
ら
.る
、.で
，あ
ら-う
。
勞
働
觉
と
ー
|ハ
ふ
代
り

.に
長
さ
と
ハ
ふ
も 

容
と1K

ふ
もJ

桡
に
ま
た』

C

5
八)

高
[1
|
敎
授
は
が
く
攻
擊
せ
ら
れ
.る
が
、交
換
關
係
に
於
い
て
勞
働
以
外
の
長
さ
や
容
橫
が
決
し
て 

問
題
と
な
り
得
ざ
る
こ
と
は
旣
に
證
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
I

繰
り
返
人
さ
ぬ
が

、
憲

勞

働

I

純
勞
働
へ
の
還
元
の
尺
度 

が
.示
さ
れ
ず
"
こ
れ
が
交
換
此
例
を
通
じ
て
知
り
得
る
と
：の
.
.マ.ル
.ク
：ス
：の
叙
述
を
一
以
て
、
勞
働
最
の
比
率
は
交
換
比
例
に
於
い
て
誉 

る
と
の
論
の
形
式
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
る
こ
と
は
|]
|
1解
も
迪
.だ
し
ぎ
も
：の
と
思
は
机
る
0
資
本
制
社

#-
に
於
い
：て
は
自
然
法
則
は
吾 

A
CD
意
識
よ
b
獨
立
し
た
盲IHI

的
必
然
的
法
則
と
し
て
貧
徹
す
る
も
の
に
外
な
.ら
.ず
、
择
人
が
と
れ
を
經
驗
的
に
觀
察
し
う
る
の
は
物 

W
外
皮
の
下
に
：於
て
V
あ
る
。
物
と
物
と
の
關
係
を
.通

じ

セ

.
、
人

.
の

|1
:
.
會

的

關

係

忘

.
り

、

交

換

-1
:
{
:
.
例

を

撕

£
.
て

勞

磡

の

8

兀

の

 ̂

勞
働
價
値
說
の
.
睹
問
股
.

'.
. 

M

 

H
: 

u

f
b;
'
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势
働
惯
値
說
の
諸
問
題 

I

一

四

(

一
三
ー
八)

，
を

知

る

と

1K

ふ

こ

；ど

.

はc

•か
A
获
酿
*
形
態
1
;あ
っ
で
は
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。『

勞
働
坐
產
物
は
そ
れ
が
價
値
で
あ
.る
服
り
.に
お
.い
て 

は
そ
の
生
產
に
支
出
さ
.
4た
人
邮
勞
働
.の
軍
な
る
物
的
表
現
で
あ
る
.
と
い
ふ
後
世
の
科
學
的
發
見
は
、
人
類
の
發
展
史
に
咿
代
•を
割 

す
る
も
の
，で
あ
る
'が
：、
•し
か
し
そ
れ
は
決
し
て
勞
働
の
社
#
的
性
質
の
對
象
的
假
象
を
拂
ひ
去
る
も
の
で
は
な
い
0』

ハ
註
四
九

」

ホ
胃
の 

認
識
は
現
象
形
態
よ
り
爲
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
本
質
の
本
質
た
る
所
以
を
損
ふ
も
の
で
は
な
く
、
現
象
形
態
が
本
質 

を
決
宛
す
る
と
.と
を
意
味
ず
る
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
マ
ル
タ
ス
.の
場
合
に
は
本
質
は
勞
働
で
な
け
れ
ば
か
ら
ぬ
9
複
雜
勞
働
は 

單
純
勞
働
へ
還
元
さ
れ
紅
ば
な
ら
な
い
と
の
必
M

#
は
證
明
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
還
元
の
尺
度
の
.缺
如
は
決
し
て
循
環 

論
を
意
味
す
る
も
.の
で
.は
な
い
-0
故
に
、
此
問
題
に
於
い
て
は
勞
働
#
の
比
率
は
飽
く
ま
で
も
栽
礎
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
交
換 

の
比
例
が
宛
ま
：る
の
で
あ
る
が
、
岳
人
は
交
換
比
例
と
云
ふ
現
象
形
態
を
通
匕
て
經
驗
的
に
勞
働
置
の
比
率
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
ぬ
の 

で
あ
る
;0
• 

' 

. 

. 

:
■
.
:
:

こ
の
還
元
の
尺
度
の
說
明
な
き
こ
と
が
勞
働
價
値
說
め
成
立
根
據
を
1|
]
搖
せ
し
め
ぬ
と
は
云
へ
、
そ
の
理
論
的
痤
築
の
未
完
成
を
意 

味
す
る
も
_の
.た
.る
こ
と
は
乖
は
れ
ぬ
。
こ
れ
を
說
明
せ
ん
と
の
試
み
は十：！ 
く
よ
り
マ
ル
ク
シ
ス
ト
の
問
に
行
は
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
 

現
在
に
於
い
て
も
サ
ヴ
"
丨
ト
經
濟
學
摒
の
論
爭
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
檨
で
あ
る
が
•、筆
者
は
未
だ
そ
の
解
明
に
到
達
し
て
双
ら
ぬ
。
ヒ
‘ 

ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
'ン：V

の
解
決(

能
五
0)

で
は(

一)

複
_
罾
働
に
於
け
る
剩
餘
價
値
の
發
生
が
說
明
っ
か
な
く
な
り
0
ご
且
づ
そ
の
剩
餘 

價
舊
率
が
明
瞭
を
缺
く
。
典
他
の
試
み
に

於
い
て
も
®
純
勞
働
の
剩
餘
價
値
率
と
複
雜
勞
働
の
そ
れ
と
を
等
し
き
も
の
と
す
る
前
提
の 

下
に
論
ず
る
も
の
が
多
い
が
、.g

者
は

か

、
る
前
提
が
許
さ
る
べ
き

.か
否
か
に
っ
い
て
a

#
の
疑
問
を
持
っ
。
た
ド
茲
広
注
意
す
ベ
.き 

は
か
、
る
複
雜
勞
働
に
は
そ
の
中
に
天
才
的
要
素
の
一
分
子
だ
に
含
ま
せ
て
は
な
ら
ぬ
、，
と
云
ふ
.こ
と
で
あ
る
。
修
業
，i

の
猫
礎
の 

上
に
立
っ
複
雜
勞
働
は
、
短
期
間
に
於
い
て
は
自
山

競
爭
の
存
在
を
許
さ
ぬ
が
長
期
問
に
於
い
て
は
こ
れ
を
許
す
。
然
b

乍
ら
.天
才
的

1

|
I
|!|iI
I1
!I
I

嬰
素
は
命
く
獨
!'
«
•的
性
質
の
も
め
で
あ
る
o
レ
オ

V

ル
ド
•
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
や
雷
舟
の
名
肅
の
愤
値
が
艰
純
勞
働
の
何
倍
か
の
も
の
と

し 

て
、
か

、
る
換
算
の
栽
礎
の
上
に
決
宛
せ
ら
ル
て
來
る
も
の
で
は
^;
い

の

で

あ

る

。

か

、

る
.場

合

に

は

マ

ル

ク

ス

の

獨

r'
i

惯
格
の
理
論 

§

一〕

が

適
用
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
天
才
的
要
素
を
複
雜
勞
働
の
取
純
勞
働
へ
の
還
冗

の
問
題
に
禅
入
す
る
こ
と
は
多
く
の
混
亂
を 

惹
き
起
す
。
筆
#
は
兩
問
題
を
峻
別
す
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
o

,

:
.

諫
四
四
：
M

l
 Dp

s

 K
a
p
i
t
a
v
B
d
.
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以
ヒ
の
叙
述
は
、：
资
本
制
社
會
の
利
澗
率
平
均
作
用
に
ょ
り
惹
起
さ
る
、
價
歡
法
則
の

'
現
象
の
仕
方
の
モ
デ
ィ
フ.ィ
ケ
ー
，シ
3

ン
、
即 

ち
生
產
價
格
化
を
捨
象
し
て.、
：最
も
豊
熟
し
た
：姿
に
於
け
る
商
品
を
單
純
商
品
生
産
の
條
件
の
下
に
考
察
し
て
來
た
。
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勞
働
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値
說
.の
諸
間
.題
'
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ニ

六

c
r
l
H
o

) 

か
-
る
撳
象
を
徹
囘
し
て
資
本
制
生
產
0
現
.實
.の
姿
に
近
づ
い
て
行
か
'ね
.ば
也』

ぬ
の
，で
あ
る
が
、
茲
に
起
つ
て
來
る
問
題
は
、

(

一)

. 

彼
の
自
然
法
則
は
资
本
制
生
.產
!€
於
い
て
如
何
な
'る
現
象
の
仕
方
を
と
る
か
> 0.1}

利
潤
率
の
平
均
作
用
に
依
る
生
蔸
價
格
化
は
來
し 

て
資
本
論
胃
頭
に
展1

1

せ
ら
れ
た
る
價
値
法
則
を
止
揚
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
ニ
問
題
で
あ
る
。

®

一
 

の
問
題
に
つ
い
て
は
，
先
づ
社
會
的
欲
望
の
現
象
形
態
た
る
有
效
需
要
が
更
ら
に
資
本
制
的
榨
取——

對
抗
的
分
配
關
係
に
依 

り
鄆
し
き
變
化
を
與
ベ
ら
れ
、
勞
働
容
階
級
の
社
#
的
欲
望
は
玲
ん
ど
顧
み
ら
れ
ず
、
少
數
資
本
家
階
級
の
欲
璧
の
み
士
一
分
に
現
は 

さ
れ
、
.か
く
て
社
會
的
欲
望
は
遊
だ
し
き
粢
み
を
持
つv

現
象
す
る
に
到
る
と
と
を
指
汞
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
资
本
家
階
級
の
側
人 

的
消
费
に
は
酿
度
が
あ
る
。
彼
等
の
蒂
嵇
衝
動
は
そ
の
消
費
を
制
限
す
る
と
共
に
生
座
を
益
々
膨
脹
せ
し
め
る
。
坐
產
の
臌
脹
ヵ
七
そ 

の
坐
產
物
に
對
す
る
！
§耍
即
ち
市
場
の
•搬
大
と
は
全
く
別
僩
の
法
則
に
依
つ
て
支
配
せ
ら
れ
る
に
到
る
の
で
あ
る
o
rそ
こ
で
市
場
の
擴 

大
は
生
產
の
擴
大
と
步
調
を
共
に
す
る
と
と
が
出
来
なs.。

f

に
お
い
ゼ
衝
突
は
不
可
避
的
と
な
り
、
し
か
も
此
衝
突
は
そ
れ
が
资 

本
主
義
的
生
.M «
方
法
そ
の
も
の
を
爆
破
す
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
他
に
何
等
の
#
決
の
方
法
を
生
み
出
し
ぇ
な
い
か
ら
、
勢
ひ
週
期
的 

と
な
る
。
か
く
で
資
本
主
義
的
生
產
は
一
の
新
た
な
る『

循
環
論
.法』

を
生
み
出
す
の
で
あ
る」(

註
：力*
D

o

.

需
要
供
給
の
不
均
衡
は
各
坐
產
部
門
間
の
勞
働
分
配
の
不
均
衡
と
し
：て
の
.み
な
ら
ず
、
需
要
全
體
に
對
す
る
供
給
の
過
剩
と
し
て
現 

は
れ
る
。
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
伴
つ
て
發
坐
す
る
'產
業
豫
備
軍
は
、
己
れ
の
勞
働
を
社
會
的
勞
働
に
轉
化
す
る
こ
と
を
拒 

ま
れ
た
勞
働
群
を
意
味
す
る
。
私
的
勞
糧
の
社
#
的
勞
働
へ
の
轉
化
が
障
碍
に
途
着
す
る
と
共
に
、
社
會
的
勞
働
に
轉
化
し
て
惯
俽
を 

形
成
せ
る
勞
働
も
市
場
の
.相
對
的
狹
溢
の
爲
め
に
そ
の
價
値
の
實
現
が
な
し
得
な
く
な
る
。

更
ら
に
愤
俯
が
價
格
の
旋
囘
中
心
と
な
つ
て
ゐ
る
間
は
、
勞
働
配
分
は
傾
向
と
し
て
、
社
會
欲
望
に
比
例
せ
し
办
ら
れ
る
が
、

一
度 

び
利
澗
率
平
均
作
爪
に
依
り
生
產
價
格
が
成
立
し
、
こ
れ
が
價
格
變
動
の
中
心
と
な
る
や
、
勞
働
の
均
衡
的
配
分
は
常
に
一
记
の
菜
み

を
持
つ
こ
と
く
な
る
。
蓋
し
惯
格
の
债
侦
に
一
致
し
た
狀
態
が
勞
蚴
の
均
衡
的
配
分
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
偎
侦
ょ
り
1
兄
の
距
り
を 

荷
す
る
纸
/%

愤
格
に
||
/
場
惯
格
が
一
致
す
る
狀
]1
は
均
衡
的
配
分
の
|!
[
|范
を
意
味
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
.か
ら
で
あ
る(
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反
デ
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エ
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五

三

.资

本

論

笫

コ

ー

卷

の

各

所

に

於

い

て

*

マ
ャ
ク
，ス
は
か
、
る

.齑
み
を
卯
題

i
せ
ぬ
樣
な

11
1
吻
を
漏
ら
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
旣
に
⑴
川
せ 

る
次
の
文
言
に
於
い
て

『

沿
し
、
こ
の
勞
拗
分
割
が
均
衡
を
獲
て
ゐ
る

??
す
れ
ば

.、
相
異
ク
た
餅
職
業
群
の
中
：產
物
は

.
|
|値

(

矩
ら 

.
に
巡
ん
だ
發
達
の
下
に
於
い
て
は
、
生
產
價
格
：

}を
以
つ
て
、
父
は
こ

.の
價
値
乃
至
生

'產
價
格
の
、
ー
般
的
法
則
に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ 

る 

>

」

と
ろ
の

_
形
た
る
馏
格
を
以
つ
て

.販
資
さ
れ
る

』
W

■述
べ
て
ゐ
る
が
、
市
場
價
格
が
：傾
値
に
一
致
す
る
場
合

i
生

：
鹿|«
格

に

一
 

■&
す
る
場
合
ど
は

^
顿
配
分
の
上

.に
上
述
の
如
き
相
與
を

.有
す
る
と

>

」

.に
注
意
せ
ね
ば
な
ら

.

^
.°

.

筇
ニ
の
問
題
は
勞
働
價
俯
說
の
逢
着
す
.る
最
大
雛
關
の
一
つ
で
あ
つ
て
、
リ
ヵ
ァ
ド
ォ
を
し
て
勞
働
愦
俯
說
を
修
;1
1
-
:
.
サ
し
む
る
に
到 

れ
る
問
題
も
こ
れ
で
あ
る
。
マ 

> ク
ス
の
资
本
論
笫
一
卷
现
は
れ
る
や(

1

八
六
七
$

、
如
何
に
し
て
彼
れ
が
此
問
題
を
解
決
す
る
か 

Q

凝
問
及
び
期
待
先
づ
起
り
、
策
ニ
卷
序
文
に
於
い
てH

ン
ゲ
ル
ス
が
主
と
し
て
ロ
ー
ド
べ
‘ル
ト
ス
の
弛
流
に
向
つ
て
此
問
題
め
解
汍 

ビ
宿
題
と
し
て
挞
出
す
る
こ
と
に
ょ
り
益
々
：货
論
を
刺
戟
し(

广
八
八
五
年)

、
か
'

>.̂
>
經
過
の
後
に
、
第
三
卷
出
で
、
.

(

ー
八
九
四
年) 

■初
，外
て
.マ
ル
ク
ス
の
解
答
が
發
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
.ク
ス
の
批
判
客
は
こ
の
»
答
杧
滿
足
せ
ず
、
第
一
翁
と
第
兰
卷
>
の
矛 

府
搲
着
が
、
ボ
>-
.丨
ス
<
、ハ
ヴ
>
ル
ク
を
始
め
與
他
諸
學
脔
に
侬
り
論
難
せ
ら
'れ
、
我
國
に
於
か
て
も
小
衆
、
河
上
、
櫛
田
其
他
諸
氏
の 

fe
l
lt
:
論
ぜ
ら
，れ
た
る
こ
と
は
前
述
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

'

筆

考

は

郫

に
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ー

へ

た

る

如

く

、

資

本

論

.»

頭
の
商
品
分
祈
を
、
”
一〕

需
要
供
給
作
用
'CD

.捨
象

(

5

利
澗
率
平
均
作
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に
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る
モ
デ
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鑛
値
說
の
詒
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二

八

(

一
1

5

フ
ィ
ヶ
.
1
シ
ョ
ン
、
仰
す
フ
生
產
價
値

.化
'の
捨
象
の
上
に
立
.つ
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一
卷
よ
り
第
三
卷
へ
の
理
論
發
展
に
は
矛 

屉
は
作
せ
ぬ
も
の
士
考
へ
る
:.
0

M
ら
に
、
資
本
制
生
產
に
於
い
て
は
各
企
業
内
部
に
計
畫
的
共
词
勞
働
が
發
展
す
る
と
は
袞
へ
、
そ
の
外
部
に
於
い
て
は
生
產
は
依 

然
と
し
て
無
政
府
的
で
•あ
り
、
寧
ろ
か
、
る
企
業
內
部Q.

生
產
の
計
靈
化
.が
こ
の
無
政
府
狀
態
を
益
々
激
迆
な
ら
し
め
、「

商
品
生
產
上 

の
諸
法
則
を
よ
り
公
.然
と
よ
り
カ
强
く
作
用
し
始
め
卜
る
も
め
で
勢
名
ノ
軍
鈍
商
品
生
產
に
於
い
て
は
商
品
生
產
の
諸
法
則
は
何
等
の 

變
形
を
受
け
ぬ
と
は一:4

へ'未
光
煎
芽
的
、.未
發
展
で
あ
つ
た
。
こ
の
假
睡
ん
で
ゐ
た
商
品
生
產
の
諸
法
則
が
同
覺
め
.て
全
面
的
に
發
@ 

す
る
の
は
資
本
制
坐
產
に
於
い
て
V
あ
る
。
從
つ
て
か
の
自
然
法
則
の
商
品
生
產
社
看
に
於
忖
る
歷
史
的
形
態
た
る
價
値
法
則
も
資
本 

.制
生
產
の
盲
同
的
統
制
諸
と
し
て
而
も
最
も
{元
成
し
た
姿
で
强
カ
的
に
作
划
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
蒂
で
あ
る
。，價
値
法
則
は
最
も
豊
熟
し
た 

姿
で
現
は
れ
る
や
そ
れ
は
利
潤
率
平
均
作
用
に
よ
.る
.一
束
の
资
本
制
的
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
，受
け
る
。
商
品
が
全
面
的
に
發
展
す 

る
ヴ
-は

資

生

鹿

.に
於
い
て
V
あ
り
、.
そ
れ
が
生
產
愤
格
化
.に
依
る
變
形
を
.受
け
る
.の
も
資
本
制
生
產
に
於
い
て
ぐ
あ
る
と
^

く
セ 

の
は
こ
れ
を
意
祙
す
:^
0
憤
俯
法
則
は
、
|
;?
資
‘木
■制
座
產
に
於
い
て
初
め
て
全
而
的
に
展
開
す
る
も
の
と
一
:ム
は
ね
ば
な
ら
ぬ
°

然
ら
ば
M
値
の
現
象
の
仕
方
に
於
け
る
變
形
は
如
何
に
し
て
生
ず
る
か
。
：.惯
俯
法
則
が
贯
徹
す
る
以
上
、
價
値
そ
の
も
の
ゝ
規
宛
に 

は
何
等
の
變
化
も
な
い
の
で
あ
る
が
、價
値
の
分
配
關
係
に
變
化
が
起
り
こ
れ
が
モ
デ
ィ
ブ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
因
と
な
る
？
生
產
手
段
の 

資
本
制
的
占
有
そ
れ
自
體
は
何
等
の
價
値
を
生
む
も
の
で
は
な
い
が
、
其
れ
は
賃
勞
働
#
の
生
み
出
す
剩
餘
價
値
を
-：

HI

己
に
歸
屬
せ
し 

む
る
力
を
有
す
る
。
剩
餘
價
格
が
资
本
に
分
配
せ
ら
る
、
場
合
、
そ
の
分
配
率
は
資
本
.の
大
小
に
比
例
す
る
。

こ
れ
が
利
^
率
平
均
化 

の
股
因
で
あ
り
坐
淹
愤
格
化
て
ふ
モ
ィ
デ
ィ
フ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
の
极
據
で
あ
る
か
ら
、
か
、
る
變
形
は
價
俯
の
分
配
.の
問
題
に
過
ぎ
ぬ
。
即 

ち
，資
本
制
^
產
の
發
達
，に
伴
ふ
私
的
坐
產
内
部
に
於
け
る
社

#
的
生
產
の
發
展
、
こ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
生
鹿
乎
段
の
領
有
形
式
が
依
然

花
發
を
兒
し
て
ゐ
る
こ
と
、
こ
の
關
係
ょ
り
生
產
手
段
の
分
配
に
は
變
化
が
齎
ら
さ
れ
、
肖
ら
所
有
し
自
ら
勞
働
せ
る
も
の
は
生
產
手 

段
の
所
布
ょ
り
⑴
き
離
さ
れ
る
。
こ
の
生
産
手
段
分
配
の
變
化
は
生
産
物
分
配
の
變
化
、
價
値
分
配
の
變
化
を
生
ず
る
。
こ
の
價
侦
分 

配
關
係
の
變
化
が
惹
い
て
は
生
產
價
格
化
を
招
來
す
る
の
で
あ
る
。

惯
値
の
吩
配
の
變
化
は
惯
値
の
實
體
に
變
化
を
惹
起
す
る
も
の
で 

は
な
く
そ
の
現
象
の
仕
方
を
變
化
せ
し
む
る
の
み
で
あ
る
。
從
つ
て
筆
渚
は
虫
康
價
格
化
は
惯
俯
法
則
を
止
拗
せ
ず
、
む
し
ろ
價
侦
法 

則
の
發
展
に
外
な
ら
ぬ
と
考
へ
る
。
驻
だ
不
{

元
全
な
が
ら
以
上
に
於
い
て
筆
者
の
笫
ー
一
問
に
對
す
る
考
へ
を
述V

た
つ
も
り
で
あ
る
。

茲
に
殘
さ
れ
た
問
題
は
、
取
純
商
品
生
產
に
於
い

て
も
、
生
産
手
段
の
生
產
に
要
せ
ら
れ
る
勞
働
量
の
差
異
と
自
II
!
競
邵
と
が
存
す 

る
限
り
、利
澗
率
.の
平
均
化
が
招
來
さ
れ
、價
：値
通
り
の
交
換
は
こ
.れ
を
認
め
得
な
い
と
の
批
評
で
あ
る(

註

：九
四
、
。

即

ち

惯

格

が

惯

侦 

に
一
致
.す
る
：爲
め
に
は
異
產
業
間
の
.完
全
な
る

E

I
t-
1

1

競
爭
を
前
提
と
す
る
が
、
生
產
乎
段
の
生
產
に
要
せ
ら
れ
る
勞
働
時
間
に
差
興
あ 

る
附
り
、
.‘か〜

る
自
F1
-

I

競
爭
は
生
產
.乎
段
の
生
産
に
大
な
る
勞
働
時
問
を
要
す
る
部
門
の
供
給
を
減
じ
、.

然
ら
ざ
る
部
門
の
供
給
を
增 

す
。
：
從
つ
て•、
生
產
手
段
の
生
產
期
間「

待
つ」

こ
と(

w
a
i
t
i
n
g
)

に
對
す
る
.報

利

^_

_
!に
相
當
す
る
.部
分
の
•愤
格
の
相
違
- 

を
生
ぜ
し
め
、
.か
i

る
意
味
に
於
け
る
利
澗
率
の
平
均
作
用
は
偾
格
の
勞
働
價
値
へ
の
一
致
を
妨
げ
る
と
.云
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
樣
に 

考
へ
て
來
る
と
、.
.價
値
と
價
格
と
：の一

致
の
前
提
..そ
れ
自
體
が
、
‘價
値
と
價
胳
と
の
背
#
の
原
因
と
な
り
、
勞
働
價
尬
通
り
の
交
換
は 

何
處
に
も
見
出
さ
れ
な
く
な
る
。
‘

從
つ
て
、
，利
肩
率
平
均
作
用
の
捨
象
と
云
ふ
資
冰
論
胃
頭
商
品
分
析
の
方
法
そ
れ
自
體
が
許
す
可
か 

ら
ざ
る
，も
の
と
な
る
。

.

マ，ル
ク
ス
が
、
か
、
る「

..待
つ」

こ
と
.に
對
す
る
報
酬
と
し
て
.の
利
潤
を
認
セ
る
限
り
此
矛
盾
は
免
れ
得
ぬ
.の
で
あ
る
が
、
彼
れ
が
か 

i
る
利
澗
概
念
を
認
め
ざ
.

る
.：

こ
“と
は
.一

K

ふ
：ま
で
も
な
い
。

マ
ル

.ク

.ス

.は
利
潤
を
本
來
、
勞
働
力
の
商
品
化
、
資
本
丨
■搾
取
關
係
の
成 

立
を
恶
礎
と
し
て
說
く
名
の
：で
.
‘あ'>
>
.て
、「

待
つ」

C
と
或
ひ
は「

節
欲」

の
如
き
は
、
資
本
所
有
が
剩
餘
價
俯
の
殳
吧
に
與
る
場
合
の 

勞
働
倒
値
說
の
諸
忡
題 
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勞
働
價
値
說
の
跻
間
題 

.

•

「

ニ
0 

(

ニ1

ニ一

四〕 

隨
伴
現
象
に
外
な
ら
，ず
、
價
俯
創
出
の
原
因
た
ら
ざ
る
こ
と
は
勿
論
、
惯
値
分
配
の
耍
因
で
も
な
い
の
で
あ
一
る
。

た

せ

资
本
制
生
產
の 

外
観
が
,
か

、
る
隨
伴
現
象
が
利
潤
を
生
む
か
の
，如
き
意
識
を
：吾
人
に
生

.ぜし
；®

る
に
外
な
ら
な
い
。
而
も
こ
れ
を
取
純
商
品
生
鹿
に 

つ
い
て
問
題
と
す

る

こ
と
は
、
資
本
制
生
產
の
意
識
を
以
つ
.て
單
純
商
品
生
產
を
類
推
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か(

註
五
.五
、。

.

此
問
題
は
、
眾
純
商
品
生
產
に
於
け
る
競
爭
と
資
本
制
生
産
に
於
け
る
競
爭
の
相
違
、
同

一
產
業
杓
部
の
競
爭
と
異
產
業
問
の
競
爭 

•'
i
の
區
別
.の
.問
題
と
關
聯
し
て
、
ボ
^
1
ム
•
バ
ヴ
ュ
ル
ク
と
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
.小
泉
教
授
と
河
上
、
櫛
田
諸
氏
と
の
間
に
戰
は
さ 

れ
た
論
爭
問
題
で
あ
る
が
筆
者
は
こ

れ
を
充
分
.に
論
ず
.る
素
養
な
き
を
遺
憾
と
す
る0

た
ぐ

、單
純
商
品
生
產
を
以
つ
て
、價
値
法
則
が 

充
分
に
發
展
し
た
典
型
的
な
姿
で
現
象
せ
る
狀
態
と
爲
す
こ
と
は
遊
だ
し
き
誤
解
で
あ
つ
て
、
こ
の
段
階
は
生
產
價
格
化
の
モ
デ
ィ
フ
ィ 

ケ
ー
シ
ョ
.
.ン
こ
そ
な
け
れ
、
偾
値
法
則
は
未
だ
胼
芽
的
‘
未
發
展
の
狀
態
に
あ
り
、
こ
れ
が
全
面
的
に
展
開
せ
ら
れ
る
の
は
資
本
制
的 

モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
：
ン
B
シ
の
下
に
於
い
て
の
み
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
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誌
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細
濟
瓰
論

』
『

餘
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價
値
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利
潤』
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昭
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十
ニ
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註

五

五

『

資
本
制
坐

0:
方
法
の
站
礎
の
上
に
於
い
て
は
、新
た
に
附
け
加
へ
ら
れ
た
勞
働
を
代
表
す
る

0!
:
こ
ろ
の
惯
侦
を
ば
*
勞
銀
-
利
潤
*
 

及
び
地
代

'?J

い
ふ
所
得
諸
形
態
に
分
割
す
る
は
、
極
め
て

.11
叨
の
こ

:̂
>

な
り
*
此
等
の
所
得
形
形
態
の
存
祚
條
忭
が
最
籾
か
ら
缺

.

如
し
て
ゐ
る
處
に
も
：

.

.

.
と
の
方
法
が
應
用
さ
れ
るW
い
ふ
有
樣
で
あ
る
。
語
を
換
へ
て
い
へ
ば
、
何
も
か
も
類
推
に
侬
つ

て
此
锆
の
所
得
諸
形
態
に
包
攝
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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十

九

世

紀
(:
於

け

ろ

歐

米

の

經

濟

發

展

ノ

ォK

ス
の
遺
著
を
讀
み
て

•

高

象
平

リ
リ
ア
ン
•
ノ
オ
ル
ス
の
生
前
の
著「

十
九
1«
:
紀
の
英
國
に
於
け
る
商
エ
業
浓
命」

の
續
卷
た
るEconomic 

Development i
n

rt
-
h
e 

Nineteentii Ccnturv ; 

France, 

Germany, 

Russia 

r-
t
-
h
e 

. 

United ■ states. 

1
9
3
2
.

が 

y 行
さ
'
b
。
私
は
以 

F

d

kハて

そ
の
大
要
を
紹
介
し
た
い
と
思
ふ
。 

•

‘
十
九
世
紀
の
經
濟
發
M
上
に
於
け
る
佛
獨
露
米
の
四
火
國
間
に
於
け
る
相
互
作
用
及
び
そ
れ
等
諸
國
のI

般
的
經
濟
發
展
上
の
類
似 

と
芜
異
と
を
究
明
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
書
のZ

：

的

で

あ

る

と

は

、

ノ

オ

ル

ス

，
：
！
！
：
ら

が

そ

の

^

文
に
於
い
て
卉
々
に
示
す
と
こ
ろ
で
あ 

る
。「

十
九
世
紀
の
特
色
は
機
槭
と
科
擧
と
に
ょ
つ
て
向
然
支
配
を
始
め
て
可
能
な
ら
し
め
た
點
に
作
す
る
。
各M

に
於
け
る
症
業
布
命 

と
そ
の
社
#
上
の
結
见
と
に
就
い
て
は
既
に
可
成
り <

1

ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
機
械
の
世
界
的
影
響
に
關
し
て
は
描
か
れ
る
こ
と
尠
く
、
 

交
迎
の
機
槭
化
の
進
收
に
ょ
つ
て
化
じ
た
政
や
商
等
财
政
*
社
舍
ヒ
の
變
不
に
就
い
て
は
こ
れ
ま
で
殆
ど
1[
1
視
せ
ら
れ
る
こ
と
が
無 

か
つ
た」

(
p
，
v
i
i
o
o

こ
の
爲
に
本
逬
は
存
在
现
巾
を
持
つ
と
い
ふ
著
者
の
意
圓
は
、
艰
し
て
贳
徹
さ
れ
た
も
の
と
し
て
齊
々
の
眼
に 

映
ず
る
か
。
勿
<
1こ
の
讲
が
ノ
オ
ル
ス
の
遺
し
た
股
稿
の
苦
干
と
倫
敫
人
學
に
於
け
る
諧
義
ノ
オ
ト
と
ょ
り
成
り
、
そ
れ
を
纏
め
た
人 

が
#

^
身
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
、
杏
々
は
考
慮
に
入
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
ノ
オ
ル
ス
自
ら
本
書
を
權
成
す
る
全
部
の 

十
九
世
紀
に
於
け
る
歐
米
の
經
濟
發
展 

, 

二
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